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炭鉱労働者の生活史分析に関する一考察
一労働者三層(職員・鉱員・組犬)の比較分析-

小林 甫・中川勝雄・岩城完之

A S tudy on the LifeωHistory of Coal-Miners 

Hajime Kobayashi 
Katsuo Nakagawa 
Sadayuki Iwaki 

概要

本稿は私たち生活教育研究グループ及び北大生活社会学研究会の「社会機構と諮傍人の社会的労

働一生活過程j分析の方法にもとづき，夕張総合調査の一端を，とりわけ生活史分析を中心にとりま

とめたものである。

賃労働者の生活が臼本資本主義発展の構造的側街に規定されていることはいうまでもないが，し

かし賃労働者の生活を単に「労働力の再生産J過程としてのみみる ζ とは，彼らの生活を総体として

とらえた ζ とにはならない。

特定の出身階層，特定の家族の中lζ生まれる諸個人は，みな親族との粋を本源的にもっており，

その中で労働一生活のための自立した肉体的・精神的諸カ能を身につける。そして自らの家族の形成，

新たな生命の社会的成育をその本源的な行為として行なっている。

ζ のように労働者の生活史を考察するさいの出発点は，その生活の防衛・維持・発展の基底的な

単位としての家族，そして家族生活のための，またg己の諸力能向上の場としての職場，というニつ

の輸の諸'@I人にとっての史的展開にある。

私達は家族生活史とそれとの関連における織歴移動を以下で分析する。それは当然Kも臼本資本

主義発控室史と密接不可分なものとしてたちあらわれてくる。

本稿においては私達は，労働者の現在の労働一生活過程の諸矛盾の別出をそれ自体としては意図

しているものではなし、。しかし労働一生活過程分析は. r労働一生活J史分析の深みの上になさるべ
きものであり，そのような視点に立つとさ諸個人の社会的労働一生活過程と社会機構変動との関係も

より具体的iζ分析する乙とが可能となると私達は考えている。
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昭和30年を起点とする戦後a本資本主義の高度蓄積は，国家独占資本の地主義支配を一層強化し，
地域社会自体を大きく変動させてきた。そして地主義社会の産業構造変動を慈底においた変動過程は，

当然にも地域住民の現実的生活過程を様々に変容させた1)。諸倒人の労働一生活過程は産業を介して

地主主社会と結びついている。そして産業諸組織の変動は，国家独占資本主義下にあっては，独占資本

の地域進出または地核撤退と密接な関係、にある。とりわけ震労働者にとって独占の地域進出一撤退の

過程は，労働過程の大規模な「合理化J展開過程としてあったということは周知の事実である。

こうした国家独点資本主義下の地主義社会構造変動・地主量産業組織における「合理化j過程の進艇

と，地域住民としての賃労働者の労働一生活過程変容との連関性または対抗関係を明らかにするにさ

いして，私達が fそ ζから出発する現実的諸前提jは「現実的諮個人であり，かれらの行為(Aktion)
とかれらの物質的生活諸条件jのである。 ζ の ζ とは具体的には次の ζ とを意味する。すなわち，賃

労働者は生活資料取得のために資本一重労働関係の中κ入り，剰余鏑値創出のための資本にとっての
地位一役割構造に包摂される。しかし，全体社会の物質的精神的生産主諸力の高まりを背景1<::，生きた

人間的存夜としての労働者は I Elらの職場と家族を基底においた全労働一生活の社会的再生産過程を

何よりもその現実的な基盤とし，すすんでその社会的な必要・要求 (Bedurfnisse)を，諸集団・組織

を通してフォーマルな社会機機へと集中・集約し，社会機構それ自体を変質・変容させざるをえない

営為を臼々展開していあ。そしてその営みは究極的κは社会構成体を前進的に移行させてゆく営為と
してあると私達は把握している。このように考えてくると私遂にとって，芸者個人の行為と社会健造一

機構変動との関連の具体的プロセスを明らかにする ζ とが ζれまでの社会科学κおいてほとんど解
明されていなかっただけに，大きな課題とならざるをえない。 ζ うした視点からの行為論を一一それは

当然にもコミュニケーション論を内夜させているがーー，社会科学の伝統Iζ立脚した上で形成する ζ

とは，わけでも今日の社会学・教育社会学がぜひとも果たさなければならない課題であるω。
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私達は注3)でみた諸論考においですでに，諸倒人の社会的労働一生活過程分析はそれ自体，第

一iζ諮個人の生活史の重みを土台とした文脈の中にまでおりで分析されなければならないという ζ と，

第二IC..その上に立って諸個人の現実の社会的労働一生活過程が分析されなければならないことを指

摘した。本稿で私達が問題とするのはその前者である。たしかに諸偶人の生活史そのものは，それぞ

れに異なった「顔Jをもっている。しかし私達は，その「顔Jはわが国社会の発展との関速において，

社会科学的にひとつの法則性をもつものとして妃握できると考えている。

つまり，諸個人の現実の労働一生活過程分析は，彼らの生活史の繁震性という重みをふまえねば

ならず，しかもその生活史は日本資本主義経済機機一社会機構の史的発展の構造的規定一被規定性の

のもとで緊童まされてきた，という視点から分析されねばならないものである。

第2節 分析論理と本稿における限定

ところで我留の社会科学において生活史分析はどのようにとりあげられてきたか@一方κ 「お

そらく寄せられるであろう f非科学的』という噺罵に耐えて/)生活史分析の第一歩を踏み出す必要

性が主張されているが，生活史の具体的分析が皆無というわけではない。 ζ 乙ではとりあえず次の二

つを指摘してお ζ うo

第一は氏原正治郎氏や江口英一氏らの労働市場論的立場からの労働力給源，さらに労働者の織業遜歴との

関連における熟練形成・意識形態の分析であり(氏僚「大工場労働者の性格J). また江口氏らは山谷日護軍労
働者の社会的移動過程・験業的生緩の追跡、を，現代日本における窮乏!麗析出の兵立高道路を具体的に篠認する作

業としてなされている 5)。私達もまた賃労働者の創出過程(そして特定地織への定着過程)としての職歴変還

を重視している。しかしそのζとは単に「労働力」の移動とみるのではなく，またそ ζからすぐに:意識形態が

説明できるわけではない 6)。職歴移動を蕊較としての労働者の生活史分析は，労働者の織業選択とそれにとも

なう生活過程及びコミュニケーション・ネットワークの変容の問題として，諸偶人の余生活過程を貫く，資本

の論理とは発想を異にする生活の論理の解明との関連で，とりあげられるべきであると考える。

第二は家族社会学(小山陵編 f現代家族の研究J)における家族関係調繋問題，とくに離婚訴訟の事例分
析にみられる手法で，婚姻解消iζ至る要因を夫と委の生活史とそれに由来するパーソナリティ，また家族・親

族関係の中R:見い出し，かかる婆図分析にもとづいて原因を把握し，諮整をはかろうとするものである7)。ζ

のような手法は少年非行研究などにおいてもとられている8)。特定の跨題の要因を生活史の中lζ瀕及法的IC分

析していくやり方はそれなりに有効である。しかし私逮は生活史分析を「手段jとして用いるのではなく，生

活史を累童まされた労働一生活過程として，その全体性においてとらえたい。諸個人はその生活史の中で様々な

問題に逢着し，それそ自己の「生活の年輪Jとしつつ，その生活史のi:tで f精神の康史姓jを形成してきた。そし
てそれは現局面における労働一生活過稜，それに由来する必要・要求，彼の属する集図・綴織内での地位=役

割構造，それらを還して個別的意識から集団的意識へと変容しうるものとして存夜しているのである的。

私達は生活史分析を行なうに際し，次の三つの軸を考えている。第一iζ，諸{毘人の多様かつ累霊

的な職業体験・職歴移動を通しての熟練形成や新たな技術習得過程にかかわる労働生活史の納。 ζれ

は社会的分業の進援の度合い及び企業「合理化Jの展開にともなう労働条件の変化と密接に連関して

いる。第二iζ，職歴移動は他面では，親から§立し新たな家族を形成する過稜であり，親族のネット

とかかわりながら，出自家族及び手写生産家族の生活を関傷・発展させてきた諸個人の家族生活史であ

る。そして第三iζ，少なくとも戦後の尽本においては1""合環化jの進展は同時に労働組合の闘争史

でもあり，個々の労働者は怠己及び家族の生活と権利の擁護・拡大のために，また生活拡充のために

労働総合をはじめとする諸組織にかかわってきた歴史をもっている。労働組合の現状に対する評価も，

そζに一つの基準をおいているというととができる。

生活史の概念は，以上の去つの執を，階級的・階層的刻却を待びた諸個人が. 8本資本主義発展の
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特定の時点どとに，また地織社会内の集団・組織とのかかわりの場において，構造化してきたものの

累重という性絡を有し，かつ諸偶人にとってはそれぞれその展開の節〈生活史の転期)を内在せしめ

ているものとしてある。そしてかかる展開の中で諸個人は借り物ではない自己の思想を形成してきた

のであり，教育過程やマス・コミュニケーション過程もかかる点との関連でとらえなければならない。

以上，私達は社会機構一構造変動との関連における労働一生活過程分析をその出発点とすること，

そのさい諸俄人の生活史分析にまでふみこまねばならない乙と，そして生活史分析の柱とを指摘して

きた。生活史の全体的な構造(三つの柱とその構造化過程)及びそれと諸個人の社会的態度変容・社

会的意識の形成・その構造との関連をいかに犯援するかが私達の当面の課題ではある。しかし本稿は

そのすべての課題に答えようとするものではない。 ζの課題の経験科学的解明にむけての現実的な第

一歩を踏み出す，その土台の形成を本稿は目的としている。つまり本稿は生活史分析を第二の柱であ

る家族生活史，すなわち出自家族とそれからの諸倒人の自立化過程，及E新たな家族の創出とその生活肪衛一

展開のプロセスを，第一の労働生活史の柱とくに職歴移動との関速においてみようとするものである。

従って第五の柱の問題や生活史の全体的な構造には十分κはふれえない。しかし私達の調査対象であ

る炭鉱労働者の三層(職員・鉱員・組夫)の分析を通してみると，生活史は諸個人及び諸家族どとに

多様でありながらも，そして ζれらの三局どとに相互に連関をもちながらも階層差が厳然とあり，そ

れが三層の社会的性格を端的に物語る。本稿は社会学的な生活史分析着手の第一歩であるが，同時に

それは階級・階層研究への生活史分析を通しての一つのアプローチでもある。つまり，一口に炭鉱労

働者といっても，以下みるように，その生活史の諸相において婚騎的iζ明らかに大きく異なるものと

して現に存している。私達は階級・階層分析，そして地域社会分析は，何よりも ζ のレベルにまでお

りで論じられなければならないと考えている。しかし本稿で私達が問題とするのは，いま私達が総合

的な夕張実態調査を土台として明らかにしようとしている諸課題の ほんの一部である ζ とを乙 ζに

明記しておきたい10)。

第3節本稿の構成

さて，上述の問題意識にもとづいて，炭鉱労働者三踏の生活史分折を行なうにさいし，その現実

の生活の史的諮過程が現にその中で展開してきたと ζろの諸機構一構造，すなわち B本資本主義発展

のゆでの石炭産業の位置づけ，そして現実の「戦場j レベルiとおりて作動していると ζ ろの「石炭産

業合理イヒJ施策の進展について，私達はまず分析しなければならない。現実の炭鉱労働者の労働一生

活過程はけっして f真空Jの中で展開されているわけではないからである。私達は第2章を ζの分析

にあてた。そして第3宝まにおいて，あらかじめ職員・本鑑(鉱員又は直轄員) ・級夫という三層の主

婆な社会的属性を提示する。その上に立って本稿の主題，すなわち第(4主主で職員層，第5章で組夫層，

そして第6尊重で本鑑腐の社会的労働一生活史分析を試みた。第7'i孝は総括にあてられる。

しかし， ζ とで次のニ点を ζ とわらなければならない。第…は，第4-6章の各分析において，

職員層，組夫属，本鑑層それぞれの階層の特徴が最も鮮明に明らかになるように，叡述において配慮し

たという ζ とである。したがって，基本的な分析枠は共通ではあるが各層の生活史分析κ関しての「切
り込みJの手法は画一的ではない。第二に第7章で私選は，生活史分析の側面からみた以上三層の階層

としての特質を総括したが，そのさい職員本鑑組夫層の階層としてのそれぞれ異なった特質を並記する

のではなしに，すすんで彼らが炭鉱労働者階級として特徴づけられるそれぞれの階層の生活史の文脈

においての，内在的構造的関連把握のレベルiとまでその分析をふかめたという ζ とである。
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<注>
り とりわけ北海道においては，独占資本の資本投下は，生産諸機慢の面では，苫小牧・室蘭等のいくつ

かの f点JIζ限定され，結節諸機関においても，上記ニ市IC加えil!!JII・函館・鎖|路等の都市と札幌とを
f線jで結び，それが東京へと複給するというとエラルヒーが形成された。そしてζのような「点と線J
の独占的経済機構は北海道経済の中軸として，系列化・下誘化，また金融的・技術的依存関係等の様々

な生産・結節諸機関の再編をもたらし， さらに北海道を労働力供給市場へと変えた。すなわち，国家独

占資本の労働力政策とあいまって，農漁村部においての資本主義の高度化lとともなう「イエj ・「ムラj

の解体化過程における分解・流出とともに，すぐれて政治的な石炭産業のスクラップ裂「合運化jは産

炭地町村のみならず，夕張・赤平・5定時良・歌志内等の市部をも過疎指定地域へと転務させたのである。
他方，道都札幌は農漁村及び産炭地からの流入者を吸収し，また独占資本の諸結節機衡を増大させる ζ

とによって奇形的IC肥大してきた。(布施鉄治他 f地域社会変動構造把握に関する基礎的分折方法(上)
(中)J.北海道大学教育学部紀要19・21号，昭和47・48年，参照)。

2) Marx-Engels. Die Deutsche Ideogie広松渉編集，河出番房. S230 
3 ) 布施鉄治・務城完之・小林清「生徳過程と社会構造変動iζ関する一考察J(f社会学評論J99号.1974 
年).及びζ とに布施鉄治 f社会機構と諸個人の社会的労働一生汚過程J (北海道大学教育学部紀婆第26
号.1976年3月)参照。

4) 八木正『現代の職業と労働J (昭和47年，誠信書房) 103賞。
5 ) 氏原iE治郎 f大工場労働者の性格J (昭和28年 r日本労働問題研究j昭和41年所収。)とくにPP:お9
-370参照。また江口英一氏は『漁村の貧菌腐とその所得構造J (:j七海道民生部編. 1959年).r都市に
おける被保護腐の研究J(東大社研調査報告第7集.1966年)等において，職業墜・生活5まに着尽されて
きたが，それらの蓄積の上IC立って rB麗労働者一一山谷の生活と労働一一J(専修大学社会科学年報8
号，昭和49年，未来社)では「臼麗労働市場Jから rB震労働者jへの「方法的深化Jが暗示されてい
る。

6) ζの点，宮島喬氏は物質的生産諸関係と社会心理状態との f媒介過程Jのーっとして生活史をとらえ
るζ とを主張しているが，未だ実証lζは結びつきえない論理である。宮島喬 f社会意識研究における媒
介過稜の問題J (福武蜜・青井和夫編『集密と社会心理』中央公論社，昭和47年)等参照。

7) 小山陽綴『現代家族の研究一一実態と調整一一j(紹和35年，弘文社)所収の湯沢獲彦・日下泰輔氏等
担当の「問題家族の分析と認繋j参照。

8) 我委洋編『非行少年の事例研究ー叩臨床診断の理論と実際一一J(誠信審爵，昭和45年)など。
9) ζの点で臼高六郎氏の次の指摘<r社会心理学的研究における筒題点J1956).労働者のイデオロギー的
傾向を知るには，客観的属性のみではなく.r彼が彼の寝する集団において，どのような地位を占め，役
割安来し，取待iと応、え，集団の行動と決定とiと影響力を持ち，過去においてどのような適応と不適応，妥

協と闘争などその行動における経験を経てきているかJ(P 201 )を知らなければならないという指摘は
震婆である。しかし労働社会学においては ζの援起はほとんど展開されていず，私達はむしろ農村社会

学においで生活史分析に着gしたいくつかの実証分析に学ぶ所が大である。江馬成也「ライフ・ヒスト

リーへの一試論J(東北大学教育学部年報4.1956年).同「東北村滋における家族生活の分析一一一農民
の生活史安還してJ(閏年報9.1961年).また布施鉄治他『農業の近代化と農民の生産:意識J(北大産研報
告審1.1962年)など。 ζの点iζ関しては別稿準鋳中。

10) 本研究がその中iζ佼鐙づく総体のあらましについては，その中間発表として，昭和49年a本社会学会
において「地域社会変動と諸階層の生活過程分析一一、エネルギー危機下、の夕張炭産地域における実

託的研究(その 1)一一Jとして発表している。{①地域社会変動と諸階層の生活過程分析方法(布施鉄
治)②夕張石炭産業における経営合理化，技術革新lとともなう労働者閣の労働条件の変化(小林甫).③ 

炭鉱労働者(本銭)の生活史と労働一生活諸条件(小林甫入④炭鉱組夫労働者層の生活史と労働一生活

諸条件(岩城完之).⑤炭鉱職員労働者層の生活史と労働一生活諸条件(中JiI勝雄).⑥炭鉱労働者層の家

族構造と主婦の賃労働者化(布施品子).⑦新規誘致企業における労働者!還の労働一生活諸条件(酒井喜

美子))。さらに昭和50年日本社会学会においては，小林・中J!I.岩波「賃労働者層の生活史分析に関す
る一考察J.酒井窓真「都市自営業における労働一生活の構造J.布施晶子「重量労働者層の

p
h
u
 

つリ
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第2:1草炭鉱労働者の f労働一生活j史を規定する機構ー構造的要国

本稿は北大生活社会学研究会の夕張総合調査報告のー潔をなすもので，後述するごとく閉山直前

のB校平和砿労働者(職員・鉱員)と悶砿下請総夫を対象としている。サンプルは職員L4名・鉱員31

名・組夫11名であり，事例研究の方法を採用した。調査は48年11月及び49年 9月で， 50年 6~ 1C補足

調査を行なった。以下，地域の概況と B社及び平和砿の概況をかんたんにみておとう。

第 1節 地域社会の形成・発展と「石炭産業J

明治期における資本の本源的蓄積時代以来，財閥系独占資本の坑日開発とともに夕張山地の沢地

帯にその市街を形成してきた夕張市褒 2-1-1 夕張の石炭産業に占める位置

は，その出生からみても独占資本の落

し予であった。市内の鉱区は三井系

の8社及び三菱がほぼ独占し，太平

洋戦争一朝鮮戦争期Iζ炭鉱労働者数

は最盛をきわめたが，昭和28年以降

の石炭産業 f合理化」政策，とく iζ

35年を起点とするメジャ…支配下の

「エネルギー革命jを日本題家独占資

本が強行していく中で，原料炭を主

とする両社の夕張市内の炭鉱はどル

ド鉱の北の雄として佼霞づけられ，

¥¥  炭鉱 数 炭鉱労働者数 出炭量量

紹 15 -・...."‘・... ...‘'・ 4・..... 2，9品ti2必〉
20 "・ー・・・..... ..・・・・・・・ e・.. 1. 756 (7.8 

25 ......個晶司b・・ 4・19，451人(4.5%) 1，999 ( 5.1 

30 -・...‘ 4・....... 17，294 (4.9 ) 2，204 (5.2 

35 20 ( 3.9% ) 16，027 (5.3 ) 3，157 (6.0 

40 14 ( 6.3 ) 111.025 0.3 ) 3，9750.9 

45 10 ( 13.5 J 9.617 03.6 ) 3.733 (9.7 

47 8 ( 14.5 7，706 07.4 ) 4，188 (15.5 

( )は夕張の対金密比側
資料出所:遜産省資料及び夕張市統計

47年においては炭鉱数・炭鉱労働者表 2-1-2 タ強市の人口と世帯数

数・出炭援とも全閣のそれぞれの l

-2~Jを占めるに至っている〈表 2

-1-1参照)。もちろん夕張地域に

おいても閉山型「合理化jはとくに

37年以降中小炭鉱が皆無になるとい

う形でおしすすめられたが，三菱・

8社ともに新鉱を揮発している ζ と

が夕張の特徴である。

ζのようにスクラップ・アンド・

ピJレド政策下に新鉱開発が行なわれ

たのは他に三井三三池があるのみだが，

それにもかかわらず炭鉱労働者数は

最盛期 (25年)の4割に減少し， 34

年Iζ ピーク(11. 2万人)をむかえ

た人口も，閉山裂「合理化Jとビル

ド鉱での機械化 f合理化Jの同時進

行及びその結巣としての大災害のた

¥¥ 総 人 ロ 世 帯 数 平1均世人帯員

大9 51.064人( (39.0 % ) 10.8':(甑 7%) 4.7人

14 48.497 ( 65.6 9.7 ( 77.7 ) I 5.0 
1IB5 51. 967 ( 70.3 10.2 ( 81. 2 〉 5.1 

10 42，500 ( 57.5 8.1 ( 64.7 5.2 

15 64.998 ( 87.9 11.6 ( 92.4 5.6 

18 73，953 ( 1∞.0 12.5 <1∞.0 5.9 

22 82，123 ( 111.0 15.2 <121. 3 5.4 

25 99.530 ( 134.6 19.4 054.5 5.1 

30 107.332 ( 145.1 21.2 <169.3 〉 5.1 

35 107，952 ( 146.0 22.5 (179.6 〉 4.8 

40 85.141 ( 115.1 20.6 (164.4 〉 4.1 

45 69.871 (倒.5 19.9 (158.5 〉 3.5 

48 57，958 ( 78.4 17.4 <138.6 3.3 

ω 51.478 ( 69.6 15.9 <127.1 3.2 

市制緩行出昭和18年。資料出所:鼠勢調査及び夕張市統計。

お
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め急速に減少し， 45年には市制施行時を割り(表 2-1-2)，50年においてはピーク時の 4苦手i台と

なっている。

しかし表 2-1-3にみるどとく，石炭産業壊滅下iζポスト援炭地としての苦悩の遂を模索して

きた美自良市や赤平市， ζ とに筑豊の8:lJiI市と比較しても明らかなどとく，夕張は依然として「炭都」

表 2-1-3 地域別の産業部門別就業者数の変化(非農林〉

---こ~ー-一句 鉱 業 建設業 製造業 卸小売業 サ ピス業 全部門計

タ 張 市 35 年 17.095 2.483 26，1. 56 4.682 〈310，6915) (3l3ω.13.08 〉(51.6%) ( 7β) ( 6.5.) ( 14.1 ) 

47 年 (104.27808 ) (28，1587 ) 2.047 (416，2.652 ) 〈314，7676) (2l5∞，6901 ) ( 8.0 ) 

I事47び年率115鋼 x100 63.1% 88.1 94.9 90.8 104.2 77.5 

北 持事 道 47 年 40.728 27613 ，916 〈3m159.431) 57208.5.4 01 40250，6.2 30 2，(Oω1∞ .978 ( ~.O) ( 13.8 ) ( 28.4 ) ( 20.2 ) .0 ) 

f申ぴ書事 35.1 191.2 137.8 170.5 174.9 160.2 

'i/f: 玉F 市 47 年 43，5 810 (l10，M.04 ) (110.3833 ) (218，5.819 ) 216 151 〈113∞.4.007) ( 35.9 ) ( 16.0 ) 

f申ぴ主幹 65.4 66.9 314.3 106.1 88.0 1∞.0 

美 唄 市 47 年 565 (219，6316 ) (216，2.962 ) (23S，2.660 ) (233.2441 〉 (113∞，8.206 ) ( 4.1) 

伸び率 7.0 1ぬ 1 139.1 85.5 95.4 64.0 

回 JlI F巨 47 年 408 6.313 7.005 (724，4456 ) 6.029 30.408 
( 1. 3 ) ( 20.8 ) ( 23.0 ) ( 19.8 ) ( 1∞ o ) 

伸び車事 3. 7 195.7 2∞2 103.6 129.9 93.7 

資料出所:事業所統計〈昭和35・47年)

であって，鉱業就業者の全就業者数iζ対する比率は未だ 4割以上で全閣ーである。(男子就業者内で

は5割以上九

45年国勢調査により地位別の就業状況をみると，濯F持者が85%を占め，ついで家族従業者が6%(女子では
17%).役員，雇人のある業主，麗人のない業主はそれぞれ1.5、2.3、4.6 ~ぢである。いま男女別の地位別産

業部門耳目就業者数の中から上佼5つをえらぷと， 5号子鉱業麗用者00.848人い女子サーピス業雇用者 0，603

人)・男子サービス業雇用者 0.594人)・男子建設業藤用者 0.582人)・女子卸小売業雇用者 0.367人〉とな

り， ζれらで会就業者の6苦手jを構成する。なお，農林水産業従事者は総計1.684人(5.9 %)である。

しかし非農林就業者数は35年から47年の閤に2割以上減少しており，逆iζ事業所数は増加して

いる(表 2-1 -4，5)。それは特に 1-4人規模篇の増大によるものであり，その援業部門は卸小売

業とサービス業である。かか

る 1-4人規模層の卸小売・ 表 2-1-4 夕張市における康業部門別事業所数(非農林，民営)

サービス業就業者は，私達の

調査によれば ，中高年令者

及び女子をその主体としてい

るが，地域社会の表退過程の

中での貧困化の一発現形態と

しての性格そも有している。

他方，従業員規模30人以

、『¥~、---、.、

3o年

47年

低気{申/3ぴ5年毒事以l∞

4規7年模編中の構成1-比4人

!司3Q人以上属機成比

鉱 業

39 

32 

82.1弱

。
78.1 

上の事業所 (97)は全事業所 資料出所:事業所統計(35・47刑
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建設業

65 

87 

133.8 

23.0 

23.0 

製造業 卸小売業 サーピス業!全部門計

99 991 総5 1.814 

101 986 610 1，863 

102.0 99.5 125.8 108.2 

43.6 74.2 68.4 67.7 

19.8 1.0 1.3 5.2 

一
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の5%を占めるにすぎず，また500人以上の事業所は 6事業所であるが，それらはB社と三菱の炭鉱

であり，それが30人以上規模の事業所の

少なくとも 7割を直接的iζ自己の伎産一流 表2-1-5 タ猿市の規模別事業所数の変化

通過程の中lζ包摂している(表 2--1-6).。

私達は ζ こに独占の地級社会支配の端的な

(非農林民営)

¥¥  1-4人 5-9人 10人以上計

35 年 1. 050 370 299 

47 年 1. 261 331 271 

伸び率 120.1 89.5 90.6 

-OIJをみる ζ とができるわけで， B社と

菱がそれぞれその産業ヒエラルキーの頂点

に立ち，それが中小規模の幾多の事業所を

支配下におき，成辺lζ卸小売業とサービス

業を主体とする 1-4人規模腐の零細事業

所が叢生しているのである。

出所事業所統計 (35・47年)

表216 夕張市における8社及び三菱を頂点とする産業ヒエラルキー

-----;---

従業員組織 B 社関係事業所 連関係事業所 般 号待 業 所

1∞D人以上 B社平和鉱.8社タ強fJl: 三菱大夕張鉱.-蓋甫大タ強鉱

5∞-999人 B社真器地似:.8社清水d>!.1il

耳目-499人 B社真荘地拡楓坑 lDl 

<Tl<Tl<&i(jj Eゴ G (百貨倍)
I∞-2由人

窃4ヲ 江主盟関 持〈タ4長糊工業組合)

σQl!(jj(jjσ @@  F (アスパラ食品).J (特定貨物理送〉

50 - 99人 σ@'σ⑬⑬⑬  箇IDlIDl E (輯升工事業).H(第一生命〉

⑧③⑧⑥⑧⑥⑧②②  Il'lll'l J (8過).G(飲食業)

4予告ヲ①qJ 臼1 F (製材)φ(わりばし).F (合艦).<争〈北の替〉

30-49人 ⑬⑫@⑬⑧⑥⑥⑥⑥  lDl B (造林，造材).E(土建業).E (1耳).E (悶入 L (クリーニング〉

計

1719 

1863 

108.2 

⑧⑧⑥⑥@q奇心 殴関 L (ボーリング場).L (農協).G (農協ストア).G (新路販売間入 G (問〕

G (陪).G (向).H (臼本生命).H (三井生命入 H (羽拍生命入 H (悶〉

30人以上社 51 18 28 

(控 D出鉱業.E認建設業. F~創造業.G 歯笥】 '1、先輩. H~金融再険業. J昌運輸通{言葉.瓦 E 電気ガス水道業. L~ サ ビス業. B~林業。
σはB社系列企業.。は三韮系列企業.@古び緩iま北新綾設.。は市の誘致企業であるととを示す。

費料出所 昭和41年産事業所統計基本調査監台帳。

<注>

まf

4 

2 

2 

12 

33 

44 

91 

1) 岩城完之・酒井恵真「現下の都市零総規模事業体の生成過程と労働力構成一一札幌市及び夕張市にお

ける 1-4人規模事業体の実証約研究一一J(北海道大学教育学部紀要，第24号，昭和50年3月〉参照。

第 2節 8社・平和砿における「労働一生活J史を焼定した「合理化j施策の農関

夕張市には昭和49年現在で平和炭鉱・夕張炭鉱(夕張ー砿・新第二砿) ・清水沢炭鉱・真谷地炭

鉱(以上B社)及び南大夕張炭鉱(三菱)の5炭鉱があり， ζ のうち平和炭鉱と夕張ー砿は閉山して

50年6月B社新炭鉱に吸収された。三菱及びB社の新鉱は現代B本の最新鋭炭鉱の一翼をなしている。

とζろで道内の戦後の「石炭合理化J過程をふりかえってみると，敗戦蔭後の傾斜生産方式等による石

-38-
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炭大増産織は出来の生産技術を人力動員によりカヴァーするものであったが，昭和25年の「鉄鋼及び

石炭産業合理化要綱jは，廃坑開発を含む炭鉱の近代イヒエロ機械化を志向したものであった。乙のこと

は30年の石炭鉱業合理化路時措欝法やスクラップ・アンド・ピルド政策の中でも一貫して追求されて

きた ζ とであるが，それは資本家的「合理化Jとしてたちあらわれるため，低能率炭鉱の関山・第二

制土化また閉山交付金等政府資金導入をうけつつ炭鉱からの資本の撤収がはかられるとともに，ピJレド

鉱においては坑外部門の縮少と出炭能率の驚異的な上昇・災害の増大とがその特徴となってきた。

第一lζ表2-2-1のどとく石狩炭表 2-2-1 石狩炭倒の稼動炭鉱数

回の主要地主主だけをみても.38-39年の

石炭鉱業審議会第一次答申下の閉山はド

ラスチックである。 48年2月末現在の道

内稼動炭鉱数はわずか23.そのうち9は

露天掘りの49人未満の炭鉱であり，さら

に49年に朝日炭鉱が関山したζとにより.

道内の 150人以上規模の炭鉱はすべて三

井・三菱・往友の三大財閥資本及びその

系列(資本融資・また販売ノレートを含む)

によって独占されている(表2-2-2)。

第二iζ，大手炭鉱の出炭能率の年次

別変化は，表2-2-3にみるどとく，

35年の三池島事争以後，とくに第一次答申

下lζ飛躍的に上昇し.全国大手計では31

年の4.5倍に達している。しかし北海道

大手炭鉱は43年以降は全国大手の能率を

下まわるようになり，今後さらなる「合

¥¥¥  35 年 37 年 38 年 39 年

夕張市 20 20 17 12 

三笠 m 4 3 3 4 

芦 glJm 13 14 13 11 

赤平市 19 22 16 11 

上砂川町 8 11 11 10 

歌志内市 10 10 7 6 

美唄 m 8 8 10 8 

奈井江町 6 6 5 3 

48年の( )内は炭鉱数中の大手炭鉱数

資料出所:35-41年は夕張市職員総合資料，

48年は通産省資料より作成

表 2-2-2 規模別鉱山数・鉱山労働者数(北海道， 48年12月末現在)

41 年 48 年

12 5(5) 

3 1(1) 

9 2 (1) 

8 2(1) 

8 1(1) 

5 2 

9 

3 O 

炭鉱労働者数
(生ト外産高) 生号待員規 模 炭鉱数 〈内 訳)

喜重 事書 議負級夫 昔十

Bi土線内・三菱F聞大夕張・住友赤平 13，832 2，862 16，694 
15∞人以上 6 三井砂)11・三井芦別・太平洋事11路 ( 82.9%) ( 17.1%) ( 100 %) 751，8∞ 54.4 

B社平和・ 8宇土夕張新第二 4，426 870 5.296 
1∞0-1499 4 察知炭鉱 (B社系) ・8社王室谷地 ( 83.6 ) ( 16.4 ) (100 ) 230，0∞ 52.0 

50命、-999 2 B校清水沢・ 8社新炭鉱(議)
1，277 481 1，758 
( 72.6 ) ( 27.4 ) ( 1∞)  31，800 24.9 

万字炭鉱 (B社系) 745 54 799 
150-499 2 事耳目炭鉱(中小) ( 93.2 ) ( 6.8) ( 1∞)  14，000 18.8 

50-149 四

B社系4・2三井系2・ニ菱系 1 47 69 116 
49人以下 9 その他2(露天坑〕 ( 40.5 ) ( 59.5 ) ( 100 ) 28，6∞ 600.5 

B本土系12・三菱系2・三井系4 20.327 4，336 42，663 
計 23 伎友系1・太平洋1・その他3 ( 82.4 ) ( 17.6 ) ( 100 ) 1，056.200 52.0 

自帥備制ωω い制的嶋制加陶

(;e!) B社新炭鉱は頻発中。資料出所:通産省資料(矧48年末)
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潔化jが予想される。

第三lと，かかる出炭能率の上昇は，非能率炭鉱のスクラップ化とともに，ピJレド鉱における人員構成の変

化，すなわちまず巌初IC坑外労働者，次IC職員腐の削減により坑内労働者の比率を高め，かっ大裂機械を導入

したζとで蕊接部門(採炭・
表 2-2 3 大手炭鉱の出炭能容の年次別変化(トア尾久)

繍進・支柱)を増大させた

乙とに依拠している(表2

2 -4)。
第四に，道内の炭鉱請

食品且夫数の年次~IJ変化は表

2-2-5のどとくであっ

て紛失の比本は変わらない

が，総夫の人々との面接謁

査で判明した ζ とは，彼ら

が時には炭綴りにも動員さ

¥¥  熔31年 32 33 

北海道 16.3 16.8 14.8 

金援 14.6 15.2 14.0 

¥¥¥  胞40年 41 42 

北海滋 43.0 45.0 45.3 

全閣 40.1 42.1 44.1 
」ー

資料品所通産省資料

M 

16.8 

14.6 

43 

47.4 

49.6 

れ，それが出炭能率の向上にも一役果たしているという乙とである。

35 36 37 38 39 

21.2 25.1 26宮 39.0 43.3 

17.9 22.3 25ι 32.9 38.5 

54346I15485 5 
46 47 

58.2 59.5 

63.9 65.9 
」

第五iと，表 2-2-61とみるどとく，昭和35年以後の災警の増大は明らかである。

表224 夕張市における炭鉱常用労働者機成の年次射変化

¥ 総 数
常 用 労 働 者

坑 内 坑 外 管理事務・技術者

昭25 19，451人
30 17，294 (100.0) 9，784 ( 56.6 ) 3， 785 ( 21. 9 ) 3.785 ( 21.5 ) 
35 16，027 (100.0) 9.506 ( 59.3 ) 2，850 ( 17.8 ) 3，671 ( 22.9 ) 
40 11，025 ( 100.0) 8， 1 71 ( 74. 1 ) 978 ( 8.9 ) 1， 876 ( 17.0 ) 
45 9.617 (100.0) 7， 160 ( 74. 5 ) 718 ( 7.5 ) 1，739 ( 18. 1 ) 
47 7，706 (100.0) 5，958 ( 77. 3 ) 594 ( 7. 7 ) 1， 154 ( 15. 0 ) 

資料出所 r夕張市の統計』より作成，
表 2 2 -5 請負労働者の年次別変化、議負労働者数 臨時労働者 翻/常喜 儲負+臨f時i常用 備 考

(北海道) I (北海道大手) (道大手〉 〈道大手)労務 (道大手

1∞.0 l∞.0 100.0 
昭和35年 ( 11.233人) ( 8，363人) (843人) 15.6 % 17.2 

40 72.0 67.7 199.2 18.7 24.2 第2次答申

41 64.3 61.2 206.8 17.7 23.7 

42 55.3 51.6 231.0 15.4 22.3 第3次答申

43 51. 2 49.6 255.2 15.6 23.7 

44 47.2 45.9 238.8 17.9 27“3 第4次答申

45 42.6 43.6 239.7 17.0 26.4 

46 36.7 39.7 2∞.6 17.1 25.8 

47 29.6 33.4 131.9 16.5 23.1 

48 38.6 128.6 一 一 第5次答申

通産省資料より作成
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表 2-2-6 年次]jIJ炭鉱災害(稼動延 100万人当災害率)の推移

¥¥  昭和25年 26 27 28 29 30 31 32 33 

死亡 751 772 646 633 737 852 563 622 558 

り災者 1.164 948 716 52宮 571 618 610 583 627 
h 守 F噌明~->-~-~

¥¥  34年 35 36 37 38 39 40 41 42 

死亡 601 727 826 765 648 874 1.145 982 715 

り災者 638 687 793 939 1. 003 893 882 897 1，010 

¥¥  43年 44 45 46 47 48 

死亡 1.140 862 890 670 1.013 502 

り災者 1.008 1.028 928 785 724 475 

札幌鉱山保安監督局 FコーJレマイン・セイフティJ (25-48年)

次iζB社及び平和拡における「合理化J史をかいつまんでみてみよう。王子和砿の賠さくから閉山

に変る約40年間は表 2-2-7にみるどとく，日本資本主義の発震につくし，みすてられた石炭産設業

の姿を象徴的iζ示している。いまこれを時期区分してみると，第 1期は15年戦争下lζ 「国家防衛・譲

織完遂Jのスローガンのもとに17-18時間の長時間労働や中国人朝鮮人の強制労働が行なわれた時期

で，炭鉱労働者は無権利状態であった。平和砿自体もかかる戦争体制下で国益にそって躍さくされた

のであった。

第II期は敗戦とともにはじまり，平和労組は夕張地区で最初に結成され，またB社職級の中心も

夕張市にあった。傾斜生産方式による戦後石炭大増産体制は都市部からも労働力を吸引するが，他方

B社は平和砿ニ区の関さくや機械化にとりくむ(鉄柱カッペ・運搬部門の機械化)。しかし朝鮮戦争勃

発は「炭鉱好景気Jをもたらし，出来の労働儀式による出炭最の増大とレッドパージを主体とする労

務対策が強行され，労資の対立は63ス卜として爆発した。

第車期は戟鮮戦争休戦以後で「英雄なき113日jのストが行なわれた三三井美唄はじめ大手企業が次々

と「合理化j案をうちだ、し， B社では28年iζ夕張地区を主体iζ人員整潔を実施した。かかる「会態化J

の背後には迫り来る競合エネノレギーとの対抗が意図されていたが， ζれに対し炭労は職場をまま礎iζ闘

争し，その頂点に安保闘争時のと三池闘争が位誼づく。しかし三池闘争は「ホッパー鏑争J!C極限化さ

れてゆき， B社の三山分離反対闘争や中小炭鉱の諸関争との結合はなされず，統一の費量は深まりえ
なかった。

第lV期はメジャー支配体制を容認した日本国家独占資本の主導による閉山型「合疎化jのー!震の

進展とビノレド鉱における大型機械化の本格的導入とを特徴とする。主要な動きは石炭産業からの資本の

撤収(閉山交付金等の政府資金の導入)であるが，ピルド鉱の大裂機械化にも大量の政府援助が与え

られ，出炭量まと出炭能率の激烈な競争の中で，三井三池・山野鉱をはじめとする大惨事が頻発し， B

社でも夕張ー砿ガス爆発・平和砿坑内火災と幾多の人命を奪い，炭鉱離職者が陸続と続いた。かかる

「合理化J過程の進行iζ対し， B就職速はかつて発破ストをうったどとき力量を有しえず，平和職総も

44年に炭労委脱退する。また労組l立政策転換闘争から盟有化関争と戦略目擦をたててきたが r合理
化Jそのものを鼠止しえず，山元鱒争自体を行ないえなくなっている〈平和労組は三池炭鉱労組と

ともに，山元諸要求でストをうっている数少ない組合の一つであった)。
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表2-2-7 B社及び平和砿の「合理化j史年表

第

I 

昭和12年 日中戦争開始。 B社平和紘一区の掬さく着手。
14年第二次世界大戦開始。平和砿=1:[採炭開始。

16年 太平洋戦争開始。太平洋戦争中は f国家妨衛・聖職完遂」のスローガンのもとに平均17-18

時間労働。

また中国人・朝鮮人の強制労働。この間B宇土は角筒砿・機531]鉱毒事を吸収。
期

第
20年 敗戦。 10月iζ平和労組〈夕張地区で最初)0B社でも生産管潔勝争行なわれる。

23年傾斜生産方式下で平和砿ニ1:[隠さく若手。

E 
25年 「鉄鋼及び石炭鉱業合理化婆鱗Jo B校鉱員の採用を中止し，交替採用を主とする。朝鮮戦
争開始。

期
26年 8社，ヲミ複炭鉱売却〈閉山型合理化の端緒)。 また職員の f希望退職J募集，レッドパージ。
27年炭労63スト

第

28年朝鮮戦争休戦。 Bt土， 3，498人の人員整理案(角関砿の廃止と平和紘への集約， 穂別砿廃

止，楓坑の主要谷地砿への統合，夕張紘の 2坑中止など夕張地主Eが中心)。三井美唄労組「英

雄なき 113Bの闘いj。

29年平和鉱工区採炭開始。

30年石炭鉱業合理化臨時措霞法。 B社職総ハッパストをうつ。

33年炭労， B社等を中心iζ90日スト。

34年 王子争議・目鏑室蘭争議。石炭鉱業審議会答申(合理化による競合エネルギーへの対抗〉。

35年安保闘争，三池争議。B社， 4，400人の希望退職募集・三t.U分離提案(万字・赤間・美流渡の

第二会社化)。夕張こ砿ガス爆発(死者42人・負傷28人)。

36年 B社，長期合理化計話題案(夕張三鉱閉山と平和砿への移行，平和紘の配給所・営繕・水道の

分離，減耗無補充・交替採用切り下げ・坑外定年引下げ，幌内砿と新i院内砿統合など)。

麗

期

37年炭労政策転換闘争。石炭鉱業識変団，夕張市その他へ入る。 B社，空知砿合疎化計繭案α58

名滅・坑外の外注化，職場規律の確立などん

38年第一次石炭鉱業審議会答申。 8社， 6，0∞人整潔案(幌内砿合理化一一坑外分離・職場規

律・様作引上げ・諸手当切りすて一一@歌志内砿・~知砿の閉山と第二会社化)0 B社，就

職対策部設霞。平和砿への夕張三砿〈新夕張砿)からの移行完了。

39年平和砿一区終綴。

IV I 40年第二次石炭鉱業審議会答申， B社夕張ー砿ガス爆発(死者62人)。

第

42年 第三次石炭鉱業苦審議会答申。

43年平和砿坑内火災〈死者31人)。 日社，鉱業所制度を廃止し，本社と各炭鉱とを直結。炭労，

思有化闘争0

44年第凶次石炭鉱業審議会答申。

45年 B社，平和砿・夕張ニ砿等の閉山及び新鉱部発計画提案o

46年 B社，新炭鉱関さく着手。

第V期 150年5月 B社，新炭鉱採炭開始，平和砿簡はiと新炭鉱への移行完了。

期
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第V期は昭和48年特に49年の「石油ショックJ以後の所調「石炭見直しJ期であるが.見直しが

いまだ本絡的にとらえられていず，その展闘は未知数である。しかし見葱しが資本家的 f合混化Jの

もとでとらえられているため，炭鉱災客自体は依然として続発している。

以上のどとき「合践化J過程のもとでの平和砿の位置をみると(表2-2…8入第豆期iζ着手され

たこ区の採炭が第IV期iζ入って開始され，第盛期の「合理イヒ」胎動の中でもB社内の関山労働者の受

け入れ炭鉱であった。かかる性格は第W期tζ入っても持続され，かつてpeaceではなくpieceとみられ

ていた平和砿はB社の原料炭生産の中核となり(表2-2-9λ ドラムカッタをはじめとする大型機

械も次々に導入された。しかし43年7月の坑内大火災発生(取明け作業終了まで 1年間かかる)及び

坑内条件の悪化(断層)，そして他の大手に比してのB社の出炭能率の低率さは， Bネ土をして平和砿の

閉山とその労働力をもっての新炭鉱開発に社命をかけるにいたらしめた。 45年の関山提案以後，新炭

鉱におけるより大規模な機械化にそなえて自走枠等が導入される一方， r生産意欲増大jを呂指して，
特に直接的iζ出炭iζ関係している坑内直接員を対象1<::，固定給部分をなくした切羽請負給と，坑内直接

員のみならず坑内間接員や坑外員の意欲増大を全社的に引上げようとする全山請負給とからなる，全

表 2-2-8 平和砿の技術革新と出炭能祭の年次部変化

年 次 出決議 出炭能率 備 考 年 次 出炭量 出炭能率 備 考

昭和14年 予28トン6 4.6 ピック掘り・木柱・馬搬 34 393.5 23.7 
15 ...... -・.... 35 456.5 28.7 
16 .，・・・・ー ...... 36 574.0 35.6 
17 83.3 8.5 
18 104.9 8.6 
19 153.3 9.7 

37 655.6 35.5 濁定ドラ幼ッ婦人Uまじめる
20 73.5 5.4 38 940.0 49.7 
21 56.5 4.2 39 991. 7 53.1 平和砿一区終調
22 74.2 5.0 40 銃iO.O 51.1 シングJレ・レンジング・ド23 告2.2 5.2 41 1. 062.7 55.2 ラムカッタ導入24 110.5 9.0 

乙運りッの搬ベベ採乙部ルろ用門トよ。のコり織まン鉄ベ械た柱ア罵化及使搬用鉄にな柱かどわ， カ

42 955.9 49.6 
25 110.6 9.2 43 642.7 35.3 坑内大火災
26 119.6 10.7 44 747町1 44.7 
27 105.1 9.4 45 飴8.6 44.4 

平労8ンジ総和1をン枠砿，グE閉，・E山シ山ドラン提一ムグ案新カルッ鋭。・タ耕コダ導ンブすベワ入受アレ諾・導レ28 110.9 10.5 
46 647.5 44.4 29 230.8 16.1 平和砿ニIZ採炭喜男始。また

30 244.8 16.5 
スライシング採炭法をとり

47 572.6 41. 8 金入鉱様作制導入いれはじめる
31 293‘9 19.3 
32 347.0 21. 5 48 454.4 35.5 
33 247.4 14.8 (908スト) 49 537.5 53.3 

50 4ド'‘・・・・ .，冒... 関山一新鉱移行完了

鉱襟準作業量制度を通産省や銀行筋の 表 2-2 9 生康における平和鉱の位ii[

f圧力Jのもとに強行した。 ζ うして

8社は，一般炭は幌内炭砿・原料炭は

平和砿労働者を主体に夕張砿労働者を

も吸収した新炭鉱iζ集中・集約する形

で将来構想、をたてているのである。

ところで私達の調査は48年11月・

49年9月 CIまかに50年6月に機関識査)

であったので，その時点での職員・鉱

B社の対全国比
平和砿の対8社比

全国大手平均
北海道大手平均
B 社
平和砿
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員・組犬の三腐の労働過程について，かんたんにみてお乙う。まず職員!習について。表2-2-10は

44年に鉱業所制度を廃止し，各炭鉱をB社々長iζ直結したあとの会社機構であるが，各人はかかる機

構の中にその地位を占めると問時lζ，たとえば生産課の関さく係は係長 1人・主任4人・係員14人で

147人の鉱員と77人の組夫を指揮監督するという役割を果たしている。すなわち職員層はその地位iζ

応じて，技術系は生産現場での鉱員(及び総夫)への指示・督励，労務系は「ゆりかごから慕場までJ

においてのH.Rやp.R，また労組(戦総)対策という地位=役割構造の中におかれている。そしてと

くに全鉱標作がもたらした鉱員!習の仮常的残業の増大は，より一層の残業時間を職員}留に強い，様々

な労働強化のもとに彼らはその労働過程を送っている。(技術系職員10人中6人が疲労増大を訴えて

いる)。しかもかかる職員腐の中核となる主任以下の職員総合加盟者数は表2-2-11にみるどとく，

署長 2 2 -10 B社及び平和砿の会社機構(昭49・1現在)
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事務課長一一ーで人事係長 係員2
し事務係長 係員4

経理課長一一一一経王製係長 係員41AJ

労務課長一下籍霊長田 鰭:密
保安課長一一一一保安管理係長 係長2
鉱務諜長一一十設計係長

ト鉱務係長一一一--r鉱務主任 1一係員2
L(測最)一一係員2

し襟作係長 係員2
工作課長 l 検まま主任 l

工作管瑳係長一一一工作管理主任 1
機械係長一一一一一機械主任2 係員11

戦係長 L号室EF号館TE
選炭係長一一一一選炭主任 l一一係員2

生産課長一一「誘導無線指令3
ト保安係長一一ーャ保安主任 1一係員 2

h坦-t臨時調
:融持アτ臨主う係員14
搬IJl当 l1J

表 2 2 -11 B社及び平和砿臓員(地位都)数の年次別変化(%)

、¥役員 社 負

径一般男子I 般女子
支筏以下併合 e争

〈合順自鴎〉
損益代型車以上 保 旋支 見習枇銭 銑鈍繍

[・鍋嶋成員〕

相"年11汚 I∞G【担人} 1冊。沼田川 1田町認w 1曲，0(46臥〉 1∞ぷ2，3忽A I叩 O(I4ZA.) 1岨 0(67人主 1曲'.0(35N 1∞.0(3.悩1'" 100，0(3曲1'"
B I 36， 1 67.7 63.0 9U  n8 151.7 酷 4 29.9 122.9 85.2 84.2 

桂 38，11 58.1 57.0 皿s お 3 58.2 日 6 53.7 25，7 52.1 52.8 

金 39，10 54.8 54.0 48.0 31.8 52.4 40.7 37.3 o 41.6 488 

体 42.12 71.0 65.7 40.5 笈弘7 43.1 3L4 1日? 85.7 43.4 45.2 

44，12 54.8 51.0 38.3 31.8 40.4 27.9 161.2 a.6 40.8 42.1 

49，1 41.9 団 o 36.7 a.o 31.9 18.3 47.8 a.6 31.0 33.1 

1lB34.11 o t∞o <32N I∞o (綿入J I曲.0(81A) 1田0(3保刈 I∞O(lON 1∞o (lO，A，) 2血 o(8A) I曲.0(413;¥;l l∞.0 (4f抱心
有事 36，1 。 曲8 91.7 79.0 97.7 抽 o 田o 1∞o 眠 7 9Ll 

38，11 。 46.9 担 o 44.4 151.2 10.0 田o 37.5 75.8 71.8 

脂 39，10 o 43.8 45.8 43.2 81.9 。 曲o e 初 2 蝿 3

舵 42，12 1人 11.9 47，9 46，9 16.3 o 2ヨ0.0 151.5 73.1 初.8

44，12 l人 15.6 27.1 25.9 36.8 10.0 170.0 250 37.0 34.9 

~. I 28.1 25.0 忽弘4 3時9 10.0 10.0 12.5 32.0 31.0 

B紙・校内線より作成
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炭鉱労働者の生活史分析に関する一考察

B社・平和砿ともlζ35年の309あ台となり38年iζ比しでも 6割も減少(平和紘)しているのである。乙

のことは表 2-2 -12にみる鉱

員数の減少を上まわるものであ 袋 2-2 -12 平和砿鉱員数の年次期変化

る。

鉱員爆の機種内容は表2-

2 -13にみるどとくだが，平和

砿の場合，坑内大火災による関

山一新鉱移行体制が徐々にとら

れている48年での坑内直接員の

比率は439ちと低い。閉山提案前

の43年をみても53%であり，三

菱商大夕張鉱 (729話)と比する

と，ひとつひとつの機械の導入

という点ではなく，総進一採炭

一運搬の一貫した体系という点

年 次 組合員総数(比率) 坑内員数〈比率)

昭 38.6 1. 694人 100.0 1.442人 100.0
39.6 1. 641 96.9 1.418 98. 3 
40. 6 1.634 96.5 1. 430 99.2 
41. 6 1. 653 97.6 1. 454 100.8 
42. 6 1.647 97.2 1. 456 101.0 
43. 6 1. 640 96.8 1. 447 100.3 
44. 6 1. 464 86.4 1. 288 89.3 
45. 6 1. 390 82. 1 1. 226 85.0 
46.6 1. 275 75.3 1. 122 77.8 
47.6 1. 186 70.0 1. 050 72.8 
48.6 1.119 66. 1 977 67.8 
49. 7 1. 058 62.5 915 63.5 
50. 5 915 54.0 804 55.6 

平和砿労組大会資料より作成

備 考

43司7坑内大火災

閉山援案労総受諾
会鉱標作

で三菱の方がすぐれており また後者はコンピューターの導入により坑外員・坑外職員を減少させて

いる。しかしこのことは8社が機械化lζ不熱心というわけではなく，新鉱にむけての技術的習熟のため

の大型機械の導入をはかつている乙とは先にふれた。他方，それと全鉱標作とは鉱員層iζ廃食時間を

15分iζつめての昼残業や恒常的時間外労働を強い，また大型機械化にともなっての疲労の増大を 6割

近くの人に訴えさせている。(機械化により疲労が減少したという人はわずか1名のみであるん

平和砿関係の下請組夫は表2-2 -14にみるどとく 9社267人で，そのうち5社186人が岩石場

進や坑道補修等iζ従事している。炭鉱合理化過程の進展の中で，かつてのごとく数人-10数人のグル

ープで各地を転々と渡り歩く渡り組夫麗 (B社では「斑Jと呼んでいた)はその存在の余地をなくし

てはいるが.それにもかかわらず組夫腐は「人員の梯力的運用jの対象として位置づけられている。

私途が対象とした組夫層は北新建設平和出張所の人々である。北新建設自体は東京lζ本社をもっ資本

金3.500万の中小企業であって(表2-2-15)，平和砿のみならずB社真谷地砿や三菱南大夕張鉱の

岩石堀進請負もしており，平和砿関係、の下請食業の中ではζζ にのみ労働組合(炭労lζ加盟できず地

底労iζ加盟)がある。完全請負の組夫層にあっては請負標準作業量と請負単価が直接lζ鐘金にはねか

えるが，最近10年間，とくに47年の大型機械〈ロードヘッター)導入後，機械操作可能な人を中心iζ

チーム編成がなされるようになり，標準作業最も1.2倍となるなど労働密度が増大し(11人中5人が

疲労増大を訴えるλ逆に直轄(鉱員)との賃金格差が大きくなってきている。

以上， B社及び平和砿における「合理化J過程と，それのま腐の労働過程lζ及ぼした影響を生活

史分析に必要なかぎりでかいつまんでみてきた。それは三j習の現実の生産過程で果たしている地位=

役割構造の違いにより，異なって発現しているが，以下ではかかる生産過程上の異なった地位役割

にある人々の生活史，すなわち炭鉱「合理化J過程の中での人々の家族を中心とした生活史をみていこう。

第3意炭鉱労働者三層の諸属性

前節で職員・鉱員・組夫の生産過程における地位=役割構造上の差異をみたが，本節ではかかる炭鉱
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教育学部紀婆第27号

労働者三局の特質を，いくつか基本的属性(出身階層・学君主・炭鉱経験・賃金・家族類型など)の比

表2-2 -13 平和砿鉱員の職務内容と人員構成

識別総 人員構成
調査対象者

区分 識 積 内 山骨

比 串 総 48 柏 4;I~ ケース番号

採掘，移設，立柱，敷込，館収，/，1:口番，麗内俊割，採

炭方山留め，カッタ二運転及ケーブルマン，面発破，薗
1∞o @⑤⑤⑥@ 

銀艇長室 断層切，街備え，箇規/，1:及び1日坑取明け，探炭方鉄柱配
(1.078叫 254人 577人 596人

@⑤⑬⑬@ 

重量(採炭応援作業兼務)，沿瀦纏進(協同作業由運転ピ (24.~ (お占 (ぉ占 @@@@@ 
E草 ン切を含む)

充填員
('l"趨)上添ゲート部緋積，充境

86.9 
(立騒)餅明け及び払内部充壊，(共隠作業の場合)

議議員
錨進〈協同作業申運転どン切を含む)

1∞o 43人 34人 270人
⑬ 

坑 接
坑道拡大 (60%以上限饗されている場合) ( 4.2 ) ( 2.3 ) 06.5 ) 

別方街鉄柱カッベ整理，下盤打，仮修，拡大支柱(遮新

枠拡大合) C7J@@@; 

下水揚，アーチ回収， 00内 ~IJ方E富山閤め
141人 184人 303人

A 樹落取明け，担架背入れ， 00内専騰資材運搬，鉄柱カ y 87.3 
03.8) (12.3) 08.6) 員 支柱員

ぺ潟査(箇内) 2時間以上

ロング街立柱，鉄柱殴収及び山悶め，ケープJレ引張作業

(前内， 2時間以上)転加背入れ

B 炭喜重注水 84.3 

直接員計 96.4 縫合 (1'!J.の1消fめ (20人)
内 A 築基ま，密閉，遮新砕機築，モルタルにて木嫌穣み，言語巻

33人 63人 @ 83.4 
保安民 フeロック風向の解体，岩朝散布

(3.2) (4.2) 
B 通気胞設鍛去及び様修，通気綾田~，ガス調係議査 81.5 

ピン切，電車運転，ゲ ト綴捺及び炭劉
④@  

関連搬主主
ロング材料遼鍛(カッター運転を含む)， 鉄車運搬 183人 161人

チップラ 明け，人車々掌，ケ…ブル引張作業〈ゲート
邑1.5

(17.9) 00刀

2時間以上)
35告人

軌道 軌道敷設撤去及び補修 81.5 

ロング故織当番，運搬機量生設撤去及び補修
(22.0) 

①⑬⑬ 
員 接 数本管敷設撤去及び補修，ボーリング各所機器補修， 132人 167人

工作員 A 
各所ポンプ及び排水管設皇室，補修及び見廻り，

81. 0 
02.9) (11.1) 

各所ガス庄気管敷設撤去及び捧修

日 主要ベル卜i車転及び補修 80.1 

員電工員 電気機器設蜜撤去及び織修，埋ま車充雪量投び補修 80.1 &31; æ5~ 
。ンクー面原動，ゲート及びマザーi車搬機 76人 97人

機械員
ポンプ巻錫機，エンドレス巻連転

77.6 
(7寸4) (6.5) 

⑤窃@@

備員~ 衛生施設，検収，測量，科学管痩 77.8 20人 28人

自 鉱都調査，道主主番.鉄柱調査，下水綴除，?番 75.0 (2.0) (1.9) 
@ 

間接員It 80.4 晶君治 (11人)
運搬員 斜筑捲運転 74.8 

I克 機械員 選炭，坑外施設機器運転 74.8 39 

工作員 選炭，坑外施設機器点検，保守，補修 74.8 11 

電工員
A 選炭雪量気機器点検，保守，補棲 74.8 16 

外 B 安全灯 74.3 117人 5 104人

備員
A 火薬運搬，受渡，保管，富動車運転 73.7 (11.4) l自 〈ι4)
B E臣友場，夜. 71.4 27 

員 事著書長 一般事務労務遥絡員 73.7 52 

筑外員計 73.9 (N品 d176 古里め (日)
総 計 88.2 込静6b哲郎 rl粧の (31人)

平和砿労働協約等から作成
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炭鉱労働者の生活史分析に関する一考察

表 2 2 -14 平和砿関係下請企業
(全体でs社 267人，うち坑内8社239人)

北新建設平和出張所

(78人，堀進・坑道修繕等)

北斗工業平和営業所

(13人，堀進‘坑道修繕等)

新潟鉱産 (43人，堀進・坑道修繕等)
倉図工業所 (36人"

明和工業所 <16人"

¥
l
i
l
/
 

去撤援

し
設

な
.
業

搬

作
逮

内
の

坑

械機

等
の

箆

外

処
坑

石

臨

ん

崎

球
m
H
P

島レし 小宮工業KK (23人，坑内機械設鐙・撤収等)

信和製作所

(10人，坑内機械設鐙・撤去等)

E喜谷工業所

(20人，坑内機械運搬・設置撤去等}

資料=平和紘でのきさとりによるo

表 2-2 -15 北新建設の概要(東京本ぜ・東北支庖・北海道交扇，資本金3，500万円

創業昭和23年)

営 業 種 自 職 員 数 j北海道支J;5管轄出張所

1. 鉱山関さく工事講負

2 鉱業および鉱物の売買

3 ガス抜きヱ事務負

4 地質調査，ボーリングヱ事請負

5 一般土木建築工事講負

6. 建材の販売

技術関係 (土木)50名 平 和 芦 iJlJ 

(建築) 5 王室谷地 幌 内

(機篭)15 沼の沢 工作工場
(南大夕張)

(鉱山)79 潟大夕張

43 大夕張

192名 l ~ 知

事務関係

メ弘、
Eコ 計

資料
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較によって抗日援してお ζ う。

まず出身階!還をみると(表3-1 )，職員溺では炭鉱の職員と鉱員出身で7~J以上になり，鉱員j震

では父が炭鉱職員であった者はなく，鉱員で

あった者と農漁業及都市零細自営業者であっ
表 3-1 父の主な職業

た者lζニ分され，総夫}欝は農漁業及都市零級

自営業者iζ特化している。かかる出自家族の

差異のもとにおける本人の学歴をみると(表

3 -2)，職員層はおおむね!日制中学校・工業

学校以上で，大学卒業者が3名いる。

小学校卒業者 l名と高等小学校卒業者のうち

の l名は，のちに係員養成所を終了している。

ζれに対し鉱員層は義務教予言段階までの者が

大半であり，組夫層も問機な傾向を示すが，

尋常小学校のみという者が場大している。

ζのように出自家族及び本人の学歴とい

----¥¥¥¥¥¥~¥  理詰

炭鉱職員
炭鉱本鑑

差是 . 漁業
都市自営業主
中小企業役員

大企業労働者
中小企業労働者

国 欽
撃事 察 官

言十

う二点をとっても三層の差異を看取できるが， 表 3-2 夫の学怒

さらに表3-3で現在の夫側の兄弟の職業そ

みると，職員!習では炭鉱職員・教員・中小金

業技術者などが上位を占める o これに対し鉱

員膳では炭鉱々員・市役所や消防署などの公

務員・中小企業生産的労働者などが多く，ま

た組夫!爵では雇用者のある都市自営業者や公

営牧場飼育係・警察官などの現業的公務員等

-----------毒事 常 学 校
高 等 小学 校
新 期j 中 A寸u二与 校

旧制制中学謹・専門学校
事行 等学校
113制高 ，大学

昔十

3 
7 

1 
1 

l 

1 

14 

職

員 本

10 

12 
6 

2 

31 

員 本

1 
2 

1 
7 
3 

14 

で，炭鉱関係は 1割にも達していない。つま 表 3-3 現筏の兄弟の職業(失側)

り職員騒・鉱員腐は総夫爆に比し，炭鉱関係

に就業している兄弟が2割前後あるという特

徴を有しているが，さらに職員}警は大企業技

術者や公社公団又は道庁などの公務員・教員

が多いという点で鉱員層と異なっている。し

かし車議員震においても大企業役付属を兄弟に

もっている者はいない。また総夫!習で兄弟の

職業不明という者が1寄iJIζ達するのは，組夫

層の特質を示す一指標である。

次iζ本人の炭鉱入職年令をみると(表3

-4入職員欝は全員が24才以前，多くは20才

未満で入職している。鉱員層は ζれより若干

高い程度であるが，組夫!震になると30才以上

で炭鉱に入った考が半数近くを占めている@

しかも表 3-5にみるどとく，職員腐は金就

-----= 
炭 鉱
"〆
λy 

差是漁業
都市自営業
，υ 

大企業
〆/

1/ 

公 務員
λ， 
1/ 

中小企業
1/ 

1/ 

士見模不明
1/ 

そ の他

子ド 明

計
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職員

職 員 7 
本 話量 5 
車且 夫

1 
雇用者あり 2 
雇用者なし 4 

役 付 一
毒生事産務主的・労技働術者

5 

国・地方自治体 4 
公社・公団 3 
教 員 6 

役 付 2 

事生事生 務的・労労技技働働術者
8 

産務・ 術者 3 
産的

6 

56 

話量 組 夫

一

7 
3 

} 

11 

鑑 車貝 夫

6 4 
13 2 
6 3 
1 1 
5 

31 11 

本費量 組夫

5 
23 3 
1 

13 3 
13 5 
13 4 

3 
2 
17 8 
2 
2 

2 
8 2 
15 2 
13 8 
9 3 

10 4 

2 5 

152 50 



炭鉱労働者の生活史分析に臆する一考察

業年数と炭鉱経験年数と現企業経験年数とが一致しているのに対し，鉱員層，とくに絞夫績になると，

就業年数が長いにもかかわらず現職が極めて短かいζと，つまり職業移動が高年令になってから激しくな

っているという乙とが特徴である。

しかし紐夫だ、から賃金が安いというわけではない(表 3-6)，。もちろん職員鼠は臨定給であり，

かつ社内預金等を除いても平均手取り 17.5万と高し、。鉱員腐と組夫績は平均では大差はないが，完全

負制の総夫の中には職員と同じような収入を得ている者もいる。しかし ζのことは「身を喰ってい

るJ状態ではじめて可能なのであり，不安定な給与体系や現物支給部分及び社会保障における劣悪さ

を考慮iζ入れると，総体として職員・鉱員・純夫の黄金Iζ絡差があることは明らかである。そしてか

かる黄金格差は表 3-7にみる親扶養における違いのー闘をなしているが，老親扶養の問題は同時に

職員→鉱員→組夫と子供数が多くなっている ζ と(表 3-8入またとくに組夫の場合には毅・兄弟と

の関係が疎遠になっている ζ とも考慮し

なければならない 表 3-4 炭鉱入職年令

最後に三腐の羨巽は夕張市への

来住過程においても端的にあらわれてい

る(表3-9.イ・ロ)。すなわち組夫1震

の大半は30才以後の昭和42年以降の夕張

への来住であり，それまで激しい職業・

地域移動を行なっている。職員層は夕張

で成予ました者と30才以後で来往した者と

¥ 15-19才 20-24才 25-29才 30-34才 35-39才 計
職員

本銭

組夫

表 3 5 会就業主手数・炭鉱経験年数及び現職
勤続年数

てミ 1-4年 5-9 10-19 20-29 

会就業主手数 1 2 6 

職員 炭鉱経験年数 2 6 

現職勤務年数 2 6 

全就業年数 9 10 

本鑑 炭鉱経験年数 I 11 16 

現織勤務年数 2 6 8 13 

金就業年数 9 

組夫 炭鉱綴験年数 l 2 5 2 

現職勤務年数 6 3 2 

表 3 7 殺の扶養

、夫ガ同居 定期iとたまになにも湖親

扶養 仕送り小選しない死去

職 員 5 4 4 1 

本 鑑 3 6 6 15 

高E 夫 1 5 5 
ん
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11 3 14 

t4 10 5 2 31 

4 3 2 11 

表 3-6賃金(手取り.49年)

30-39 言j' ¥¥¥¥  職員 本鍛 組夫

5 。ー7万円台 2 

5 14 8-9万台 3 

5 10-11万台 7 3 

12 12-13万台 7 2 

2 31 14-15万台 7 8 

2 16-17万台 3 4 2 

2 18-19万台

11 20万円以上 4 

平均 17.5万 13.1万 12‘O万

委 方

定期にたまになにも両親

仕送り小遣しない死去 伏独身)

計

4 1 7 2 14 

2 5 16 8 31 

6 4 1 11 
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iζ大別できる。しかし，向じ30才以後の来住といっても先にみたどとく職員層は職業移動がないので

あるから，紐夫層とはその理由が異なっている ζ とは明らかで，配転による移動である。 ζれらに対

し鉱員j震は夕張で成育した者と20

才台までに来往した者とからな勺 表3-8 家族類型

その時期はほぼ昭和35年以前であ

る。 ζのように産業与を介しての地

域とのかかわりにおいても三腐は

異なっている。

以上のどとくみると，生産過

程においてのみでなく，その社会

的性格においても職員・本銭・組夫の間に綾然とした階層差がある乙とがわかる。すなわち職員腐は

炭鉱労働者の二代目もしくは三代目で，大半は旧制中学以上の学歴をもち 兄弟の地位も高い。本人

は若くして炭鉱入職したあとは職業移動はなく，その点で企業と一体化している。高い賃金で子供は

¥ 
三世代家族 二t世代家族 夫婦家族

(親+夫婦 (夫婦十 〈子ども 独身 計
既婚者の
平均子供数

十子) 子) なし)

職員 5 8 1 14 1.7人

本鑑 3 26 2 31 2.2人

高且夫 10 11 2. 7人

表 3-9 (イ) 職員腐の夕張への来住時期(口印口職員)

¥¥  ¥¥  夕張で出生 学iと来令前{主 !来日才まで住に 来19才まで住に 20-24才 25-29才 30-39才 40-49才 50-59才

恭議 国国国四日 題
23吋4
25-26 
27-28 

2391~~330 2 出

3号、~34 間
3シ-36 問

33少7-、δ480 凶

41肉、42
4シ-44 日

自田戸447b~h4448 6 

表 3-9 (口) 鉱員・組夫膚の夕張への来住時期 (0印=鉱員， 0 EP口組夫)

¥¥  夕張で出生 学iと 来令 部住 15才までに 119才までに 20-24才 25-29才 30-39才 40-49才 50-59才来往来住

戦前 ⑬-ゆ3δ叡⑧D ⑤⑧ ⑧④ ⑫ 

20.8-22 ⑧⑧ ⑬ 客寄 ⑨⑨②⑫ ⑧ 2シ、Q4

22579~hGQS 6 ⑫⑧金

22少1~M3302 ⑬ 
⑧ (吉〕

33-34 ⑫ く少
35-36 

33併7吋480 ぐ沙

41-42 <e> ~ 4シ吟4

447か~』4486 ⑩ 必φ φ 

部



炭鉱労働者の生活史分析に隠する一考察

少なく，老親扶養も多く行なっている人々である。

ζの対綴にある組夫}穫は農漁業又は都市自営業出身者で，兄弟の炭鉱就業者も少なく，学歴は低い。

高年令になってからの職業移動が激しく，半数は30才以後の炭鉱入識で，中には高賃金をとる者がな

いではないが，全体として不安定な収入であり，子供も多く親の扶養は少なし、。夕張来住も近年で，

流動性が激しい人々である。

鉱員!麗は職員}穫と組夫腐の性格の両側面を有していて，炭鉱のこ代目の者と農漁業・都市自営業

出身者からなり，学歴は義務制までが主だが，高卒者もいる。兄弟κ炭鉱就業者がおり，本人は30才
以前lζ入識している。賃金・老続扶養・子供数は職員と純夫の中摺で，職業移動は夕張成育者と20才

合までの来住者(及びその来往時期)で異なっている人々である。

しかし以上は三層の差異の指摘を主にしたものであって，私達はさらにかかる階層差がいかにし

てもたらされたのか，三層にいかなる連関があるのか，ということを考えると ζ ろから生活史にアプ

ローチしていきたい。すなわち出身階緩一学歴一職歴移動一結婚後の多就業構造といった諸契機の系

列の中iζ炭鉱入職を位置づけ，それを各j習の人々に良Ijしてみてい ζ うと考える。次節以下では企業

と一体化している職員層，流動性の激しい純夫層，両者をあわせもつ鉱員(本鎌)爆の11踊で考察する。

第4:!i草 炭鉱労観者職員層の生活史

第 1節職員内部の層区分

本鑑や組夫と企業での地位と役割を巽iζ し磯良として独自の階層ぞ構成している職員麟は，倒人

レベルまでおりてみれば，時じ職員層とはいえ図4-1の如く 3つのグループlζ区分される。

炭鉱職員は，石炭産業が葱幹産業部門として位置づけられていた昭和20年代においては，原員Ijと

して大学卒業者若しくはそれに準ずる知識を有する者のなかから採用されていた。ところが， 30年代

後半以降，石炭産業が衰退していくなかで，一方で職員としてふさわしい人材を大学卒業者のなかか

ら求める ζ とが困難となり，他方， r合理化J過程のなかで大量の首切りが実施され職員の補充が必
姿となったために，企業は労務管理政策のうえからも鉱員のなかからすぐれた技能・知識を有し，し

かも企業の経営方針を受け入れる者を職員として愛用する愛用制度を復活した。

したがって，現在の職員は，当初から職員として採用された者と，鉱員から登用された者の2グ

jレーフ。から構成されている。前者を直傭総，後者を登用総とすると，直機組のなかlζ大学卒業者と!日

制工業学校卒業者があり両者では昇進期間lζかなりの差がみられる。援用組とのその差は，さらに拡大する。

先の国4-1から，大卒恵僚組は勤続10年前後で参事補(主任クラス)，15-6年で参事2級(係

長クラス)，20年前後で参事 l級(課長クラス)となり，次いで霞僚級113制工業学校卒者は大卒者より

も昇進は遅れているが，それでも勤続30年ぐらいで参事l級となる ζ とができる。にもかかわらず，

登用組になると，戦前入験者と戦後入職者では鉱員期間の違いはあるとはいえ，登用されても勤続20

-30年でようやく主事，最高で34年で参事補になっているに過ぎないという ζ とにみられるように，

その去をは明白となっている。

ゆえに，職員層内部K，直傭組大卒者はエリート，直傭総i日制工業学校卒者は準エリート，後用

組は万年平社員という 3つの階層が形成されているといわざるをえない。
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第 2節職員の出身縮局と家族形成

第 l項 出身階層と学燈

ζれら職員は，登用組の 2名を除いて(その2名も数ヶ月のみ他産業経験があるにすぎない)学

図4-1 職員の学産別勤続年数制資格昇格の実態 昭和50年1月1臼付

。制大学卒

⑨ 画
資i

口印は直嫡組工業学校卒

ム正容は豊用組

ゅ ω ーーーは， 50年6月現在をあらわしている

参事2級

参事嫡 Ahm 

主事

職員

見習華社員

社長補

鉱員
5年 10年 15年 20年 25年 30年 35年

勤続年数
司一…ω…一一ーーーー一切号炉

設}畿員とは，職時<<上の地位をあらわしている。磯員自なかに，社長補から管事1級まで9階級自格付けがあり，

参事2級は係長田資格で，それ以上は非組合員である。

校卒業と向特 ~CB社iζ入社し今日まで勤続している。 ζ の乙とは，鉱員，紐夫とまったく異った特徴

であり，それだけ炭鉱職員の地伎と役割が他の2腐とは異なる独特なものであることのひとつの重要

な証左でもある。

ともあれ，職員はB社に入社し今日の時点まで経過するなかで，先にみたような昇進の違いをみ

た。その昇進の違いに対しては学燃が決定的な;意味をもっており，入社した時点において，すでに今

日ある姿がある程度予測されていたという ζ とが，重要である。すなわち，職員濁の企業内における

昇進の可能性は，入社時点までの各人の生活史がいかなるものであったかという ζ とに，強く規定さ
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れているといわざるをえない。

そζで，出身階層をみると表4-1の知く，大学卒者はそれぞれ生活潔墳の途いはあれ，親の織

業から推定していずれ

も大学iζ進学できる社 表 4-1 臓員の出身階l覧

会的経済的条件を確保

していたといえる。ま

た直傭組旧制工業学校

卒者は，いずれも父親

がB社職員であり，工

業学校卒者とはいえ縁

罰で職員として採用さ

れる条件を有していた

と想定される。

他方，登用組は9

人のうち7人まで父親がB本土鉱員であり本人逮は2代目である。 ζれら霊堂用組のうち. 5人は本人

が幼少の頃かあるいは小学校時代に炭鉱事故か病死で父親をなくし.531]の2人は 9人兄弟の長男であ

るo したがって. 9人のうち 7人までが経済的理由で進学できず，戦前であれば高小卒，戦後であれ

ば高卒でB*:土iζ入社している。

ζζiζ，直傭組と登用組では次代の労働力として形成されてくる条件が明確に異っているζとを，

各人の生活史から看取できる。

乙のととは.当然の ζ とながら単Iζ本人達だけでなく，学校を卒業しそれぞれ自立していくまで

は同一家族内で生活を共にしてきた兄弟についても同様であるはずである。表4-2は見事κその ζ

とを示している。すなわち，大卒者の兄弟は，大企業事務・技術労働者4名，教員l名，大学生1名，

痘傭総工業学校卒者の兄弟は，炭鉱職員3名，公務員5名. EI営業主 l名，中小企業労働者1名であ

る。乙れに対して，登用組の兄婦は.40名のうち炭鉱員 7名，中小企業労働者12名であり，本人達の

階層とほぼ照応した兄弟の階層差が浮きぼりにされるのである。

表 4-2 職員の兄弟の職業

、¥ 濁飲酒量艮 炭鉱関連

炭鉱様昌 大企業控術者 ゆ小企業主 炭鉱鉱員 針
〈寿康自宮業主} 自営業主

大学卒 悶 悶 g 3 
車鋪型

工業学校卒 国問 2 

戦前入段 邸 回 囚凶 4 

SをF層型 箇箇鴎
戦後入職 s 

切回

計 3 1 1 1 7 14 

ミム
大企業労働者 公務員 自営業主 中小

炭鉱事務・生産
教員その他

簾用雇用 企業 大学生 不明
職員技術職労働者 炭鉱員 者有者無 労働者

4 

傭 工業学校卒 3 2 3 1 

組 計 3 4 3 3 

登 戦前入職 2 3 2 3 5 4 

用 戦後入職 4 1 2 2 7 

組 計 ¥ 1 3 1 7 2 4 2 4 12 4 

注〉 既婚の姉妹については夫の織業。

日
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第 2項 家族の形成過程と地主主社会

次iζζれら職員腐の学校卒業時までの生活の場A所は，大卒者2名を除いて，他のすべてがB社平

和鉱を中心iζ8社鉱山のある炭鉱地域であるということに注筒しなければならない。すなわち，炭

鉱職員腐は，鉱員，組夫と比較して単iζ学歴が高いという ζ とだけでなく幼少の頃より炭鉱社会にお

ける社会関係，社会集部の中で成長してきた者がはとんどであるということである。 ζのことは，炭

鉱企業において職員となるためには父子2代， 3代にわたっての炭鉱社会での生活の累積が大きく影

響しているとみなければならない。

以上のような生活史を背景1[，直傭組は職員として，筆用組は当初鉱員としてB社lζ入社し，以

降白からの労働によって自立の道を歩み，そして自からの家族を形成しそのときどきの労働を基軸に

して家族の生活の発展と防衡をはかつていく職員の家族形成過程が，はじまっていくのである。

家族の生活史を一覧表にしたものが表4-3である。それによるといずれもB社に入社後，数年

して結婚適令期lζζ とごとく結婚している o 妻の出身階層は，産傭総5人のうち 3人が炭鉱関係以外

となっているが，塁王用組は 9人のうち 7人までが鉱員となっており， ζれは本人の出身階層とほぼ同

じ傾向で，学歴も大卒者を除くとほぼ本人と照応している。

また，結婚の契機は，大学卒組の2人と不明を除くと他はすべて炭鉱社会がとりもつ縁となって

いる。そして結婚後，数年して子供をもうける。子供の成長をみると大部分はまだ高校生以下である

が，高校生以上となっている者をみると男 2名女6名のうち，努 l名総合高等訓練校卒，女 l名高卒

であとはすべて大学及び短大在学か卒業となっている。

このような職員の家族形成過程をみると，大学卒総の 2人を除いて，炭鉱社会における社会関係，

社会集団を遂じて成長し， B社iζ就職，炭鉱社会がとりもつ縁で結婚，そして子供の養育という炭鉱

社会での自己完結的な生活史が展開されてきたようにみえる。しかも極めて順調な家族形成史であっ

たかのようである。

表4-3 (.イ職員の家族形成史(その 1) 

~ 結婚時期 本人の結婚 委の結婚 妻の出身階層 重きの学際 結 婚 の 契 機
時の年令 草寺の年令

直 田 32年 23才 23才 務 肉 業 高 耳手 高校時代の隠級性

大学卒級 回 34年 25 21 中小企業主 言寄 卒
学華き生が時8代4土のの保下宿養合所のう娘に勤務し

傭
固 46年 25 20 8 本土鉱員 中 学 E事

ていた自寺知り

工卒業学校組 国 28年 27 25 
鉱員企→業鎮工の

i日高女中退
不重きが8宇明土の保養il-コ所IC勤務し組 国 30年 24 21 大 会 高卒
ていた時知り う

rn 26年 25 22 鉱員→集金人 岩見沢職業学校 職場結婚
差是
戦前入車量級

司 25年 25 22 鉱 員 言寄 卒 委のおじおばの紹介

由 26年 23 21 鉱 員 務 業 高 Z存 職場結婚

国 25年 24 23 鉱 員 不 明 戸ド 明

F号
間 37年 30 26 建設会社課長 高 卒

回 35年 26 25 鉱 員 洋裁学校卒
戦後入車量級 固 34年 25 24 鉱 員 高卒

組 悶 35年 26 22 鉱 員 編物手芸専門学校卒

悶 34年 27 23 農 業 洋裁学校卒
妻の兄が鉱員をしていたの
で紹介
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表4-3 (ロj職員の家按形成史(その 2) 

T ¥  子供の人数及び年令 子供の最終学歴及び 子供1<::対す 子供lζ対する職業:fff禁
(49" 8現夜) 就職先 る進学希望

夫は学生生活を楽し
直 長女7才 大 学 ませたい妻は専門

職につかせたい

大学卒
文科系‘技術系は夫

長男14才 大 学 がとりどりと思って
いる

備
長女2才

本人の希号車
本人の希望しだいし t:!. It、

長男16才長女15才
長努lζは技術系。ヱド

高韮 工業高卒組 人は体湾系を志向
長男17才次男13才 大 学 本人しだい

長男22才長女19才
長男工業大学3年長女短大

ヌぷ乙当に l年

長IJ522才長女21才
長努総言11卒，自動車整備工→

次女本人の
運転手，長女高卒，ホテノレ従 本人の希望しだい

次女15才 業員→雪印縫保会舘
希E援しだい

戦部入験者
長女22才次女20才 長女弘前大卒，教員 次女弘
三女15才 前大2年

長女栄養短大卒，栄養士次
用 長女22才次女21才 女短大卒，民放のアルバイト

本人の希愛 i
長男10才長女5才 しだし、 本人の希望しだい

長女12才 大 学 委は教師希望

戦後入職者
子供なし

組
長男12才次男10才 大学(北大) 理科系

長男13才長女9才 大 学
長男公務員，長女教
自車か看護婦

第 3項家族形成過程と炭鉱「合理化j

しかしながら，このような職員の家族形成史は，日本資本主義の発展過程と密接な関連をもって

展開された乙とを忘れてはならない。なぜならば，日本資本主義における根本的なエネルギ一政策の

転換，すなわち石炭の切り捨て，石油への傾斜によって， 30年代以降石炭産業が大きく衰退していく

なかで，石炭労働者は，過酷な「会潔化J.炭鉱大災害i乙直面し激烈な労働争議を体験するが，現在の

職員の家族形成史も，まさに ζ うしたドラスチックな炭鉱企業，炭鉱社会の変貌のなかで ζそ展開せ

しめられたからである。

その意味で，職員の家族形成過程は，直傭組の場合，一方で企業による鉱員搾取の尖兵としての

役割を強めながら，他方で労働者の一員としてせまりくる「合理化J攻撃に自らを防衛しなければなら

ないという職員の複雑な立場を堅持せざるをえず，霊堂用組の場合，当初鉱員として資本の攻撃に他の

仲間と共に自らを前衛しつつもその過程で石炭産業の衰退があったから ζ そ職員登用のチャンスを与

えられ，職員となった時点から今度は仲間会指揮・監督するという，いずれにせよ矛盾に満ちたrr場の
中で生活を守り，発展させようとする努力の軌跡でもあったo

現iζ，乙れら職員のうち，最も安定した地位を確保している大学卒者だけをみても 1人は間期

の大学卒者50名のうち現在残っている 5名の中のl名であり，もう一人は周期の技術者職員で残っている

のは本人だけ， 3人目は自ら2回も退職を決意し就職先を決めていたが，課長に翻意させられとどまっ

は
ω
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たという有様である。

第 3節 労働過程における「役割jの相途と生活史

ζうした苦渋lζ満ちた労働生活の分析は日IJの機会にゆずるが，職員内部の 3J欝が石炭産業表選の

なかで，それぞれB社においてどのような位置づけのもとで労働生活史を展開したかについて，企業

内における職場移動に限定してみれば表4-4のとおりである。

表 4-4 織負の転勤状況

¥~¥~¥ 労務系犠員田 暁内鉱→耳字砿ゅ観内鉱→名古援就蟻対策部→札幌支底→夕張砿(職総専従)→朝起内鉱→平和砿
鹿 大 卒 組

技街系職員g平和舷のみ
平和紅白み

繍

!日制工葉学校卒組 伎術系職員富
平和砿のみ

組 平和紅のみ

労轄系輪島凶 機内鉱→万字鉱→JI:谷地鉱→平和砿

畳戦前入験総 回 角燈砿(倉庫係→採炭係長聾成所→採炭係員→職組専従→採炭係長)→平和紘(採炭係員→職組専従→聞きく係)

技術系織員閲 夕張砿(鉱員)吋平和砿{職員〉

間 神威砿(識査係→石炭鉱技術員聾成所→蟻員)→平和紘(職員)

用
労務系糊国

東洋高度砂川 (3ヶ月〉→敬志向舷(鉱員}→平和砿(鉱員→職員)

労務課のみ 1-2年おきに移る，平和砿ICは幌内鉱から

戦珪入職組
図 夕張市役所 (6ケ丹)→平和砿{鉱員→蟻員〉

紐 技術系議員[)]J 新夕張砿〈鉱員)→平和砿{鉱員→議員〉

図 真谷線砿{鉱員)→平和紘(職員)

直傭組大学卒者のうち労務系職員は，勤続18年間のうち 9田も転勤している。 ζれは一面で f会

環化J過程のなかで否応なしに頻繁な転勤を余儀なくされたというととと(本人も人員総少特に他企

業への転出を要請され，自分は親子3代lζわたる 8社マンであり断臨拒否するといって応じなかった:).

他蘭で労務管現に関する有力な人材としてあらゆる ζ とを経験させるという幹部候補生の当然の処遇

という，ニ重の意義を有している ζ とを忘れてはならない。

大学卒者技術系職員は. 2人とも平和拡を動いていない。これは， ζれまでB社のヤ?のうち平

和拡が優良鉱でありしかも自然条件に制約された生産体制にあっては，そ ζでの効率的生撲を推進し

ていくために，そのヤマの伎援にかかわるすべての点に熟知した優秀技術者をはりつける必要から，

2人を動かさなかったといえる。直僚級!日制工業学校卒者も，大学卒技術系職員とほぼ同様の意味で

平和拡を動いていない。

とζろが，登用組においては様相は一変するの戦前入職組，戦後入職組ともに共通していえるが，

労務系職員の場合，いくつかの転勤を経験しているが，それは. r合現化J過程のなかで閉山，人員
縮小によって他のヤマへ転勤を余儀なくされたという側面が濃厚である。技術系職員は，ほと

んどの場合. 1国の転勤である。その転勤は鉱員から職員に登用された時点で実施されている。つま

り，それは，登用が「使われるj地位から「監督するj地位への飛躍であり，同一職場で，かつての
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仲間を監督することは，お互いにやりずらいということから職員になると他のヤマへ転勤させるとい

う労務管理の結果である。

このように，転勤ひとつとっても，その形態，意義は職員3}習にとってそれぞれ明践に異なって

いる。したがって，職員の家族形成過程においても当然の ζ とながら， 3}留においてそのことが反映

せざるをえない。しかしながら，その速いは， ζれまでみてきた職員層の家族生活史だけではなく，労働

生活史，労働組合運動史の3つの基本的分析軸に基づいて解明しなければ全面的に究明されるもので

はないo

したがってその全面的分析は次の機会にゆずらざるをえないが，少なくとも乙れまでの職員腐の

生活史分析から次の ζ とがいえると考える。

倒人レベルにまでおりてその深層にせまって分析すれば，それぞれの生活史の異体的違いがより

鮮明ICなると問時!C，その違いのなかから共通的条件にあるグループを見いだす ζ とができるという

乙とである。そして，各人の違いと共通性は，社会から切り離されたそれではなく，まさしくそこに

は，日本資本主義の発展そのものが，職員の生活史のなかに，石炭産業の衰退を媒介にかれらの労働

内容，労働条件に深刻な影響を与えながら，そしてそれにとどまらず炭鉱社会というそ ζ に生活する

諸階級・諸階層を含んだひとつの地域社会そのものを大きく変貌せしめ，そこにおける職員を取り巻

く社会関係，社会集屈という生活諸条件の網の自を通じて具体的に刻印されているということである。

また，そうであるがゆえに，車議員の生活簡衡という主体的行為が，そのおかれている条件の違いによ

って各人各様の様相を示しているようにみえて，そ ζiζ共通の方向が見いだ、せる展望が開けるのであ

る。

第4節炭鉱労働者職員届の生活史の典型事例ーケース回一

以上，職員腐の生活史の特質をみてきたが， ζζでその展型的な事例を一つあげておこう。その

さい家族生活史だけではなく，労働生活史，労働組合員史をもみておく乙とにするu乙の事例は戦後入

職ー是正問型の技術系職員である。

昭和9年夕張市iとて出生。 41才。 4人兄弟の米子で，上は姉3人。父は秋自の農家のミ三男で，明治の末期

に北海道へ出稼ぎでわたり，その後関拓農をへてB社平和砿の鉱員となった。敗戦のとろは小さいながらも焔

をつくり，家族の生計を支えたりしたが，昭和28年定年退職し.現在他界。母は夕張出身で，小学校中退後子

守り，はたおりなどをし.その後炭鉱夫と結婚，子供が3人できたが，そのうち2人をつれて再婚，そ ζで本

人が生まれた。 ζのとき父の方もつれ子をしての再婚であった。本人は夕張工業高校機械科卒業後28年の4月

から10月まで夕張市役所lとつとめた。 r当時炭鉱は祭やかな時で，一般に採用はむずかしかったふ市役所での
仕事は市有林の配霞の図衡を描く仕事で，学校で習った製阪が役にたった。しかし父がちょうど定年になり，

息子が継がないと社宅を出なければならないという事情のため，本人は平和砿の鉱員となった。仕事は測量で

あり，先重量K技術を習った。昭和37年からは鉱員の街・8の出稼数や出炭量を調べる謁査の仕事にうつるが.ζ

の間昭和35本人26才・委22才で結婚.37年Iζ長男出生。母はずっと隠居しているo結婚後生活が苦しかったの

は損tl量をやっていた時代 (28-37年)で，鉱員であったため給料が安かったからである。給料の範囲でやるし

かなかったが，結婚後2年間は母が家計を梶り，姿は結婚前Iと習った編物技術で，近所のたのまれ仕事をした

り，また母が再婚後ずっとしていた行商(京都からお茶，四国から漬物の素，小樽から海産主物を仕入れ，それ

を母が売りあるく)を委が手伝ったりして，生計を支えた。

本人は若い領から社会的事件を考えたζとがなくJ友達と遊んでいたがJ，平和砿に入ってからも労働総合

というととはあまり意識しなかった。それは測量や語審査の仕事は Fより会社側の立場Jという事情も関係して

いた。それで政転問争にもそれほど関心がなく，動員にも行かなかった。しかし36年から40年にかけての時期

々
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には， i炭鉱の袋i尽など，さきゆきに不安を感じ，問級生が炭鉱からおていったりして，自分も一時は出て行
とうと怒ったんかつて炭鉱の仲間から札幌の事務職へ来ないかというさそいもあったが.r母の乙とを考え，地

域が変わり，住宅が変わる乙とを考えてやめた」。昭和41年，炭鉱合現化の結果，職員が減ってきた ζとで鉱員

から愛用する制度が復活し，本人は誤tl鐙・調査などの仕事をやっていた関係で上司とのつきあいがあり，すす
められて応募し，食用された。本人は職員となった ζ とを自分の生活史の転期と考えている。それは f使われ

る身分から使う身分へと変わり，給料も良くなり生活にゆとりができたし，生活のはりとしても人を使って自

分の思うように動かすという生きがいが出てきたJからである o 2年間の見習社長をへて，仕事まは生産課の運
搬→保安→掘進係，そして48年春から採炭係長としてロングで26人の採炭員の指揮をしている。現場での判断

はほとんど100必本人の自也裁援である。 47年の金鉱様作以後 f炭を出さなければ金は払わないという ζとで

働く人はゆるくないだろうが，やらなくても金はもらえるという箆落的な鉱員気質がなくなり，自分がどう ζ

う言う前に仕事をするようになったので，仕事は楽になったん

他方，職員設用と同時lと本人は職員総合K加入した。その組合員となって一番良かった点は.r盟休でもの

を考え，一人一人の総合員を保護するものであるjという点である O そして本人は48年から職員総合の地区委

員となり，はじめて組合役職を緩験し，いろいろの地区から出てくる総合活動家とのつき合いができ，総合の

機関誌などを読むようになるなど，コミュニケーション・ネットワークが拡大した。しかし f労組と比べ職絡

は御用組合のようなもので，スト指令を出しても直前でストップするjなどでストは行なわれていない。現夜，

下に使う鉱員が変わるたびに「顔あわせ会j ・「あどわかれ会J，また家にもよくつれてきて欽むが，飲むと会

社へのうつぶん話が出る。とくに学歴による f差別Jにたいし実力第一主義をとってほしい ζと，地下労働の

危険度のわりに賃金が安いζとである。また55才定年だが，長生きする人は多くはない。平和紘の閉山を目前

にした49年において，本人は転職を考えてはいない。子供もだいぶ成長したし，罰nと出ても今よりも策金は低
いだろうからという環白からである。しかし「時代によって逢うが，現状では子供につがせたくないん20数年

間炭鉱にいて実状を知っているからである。他方，委は昭和'17年，子供Iζ手がかからなくなったので生協社会

学級編物教室へ2年かよい， 49年には編物検定試験中級に合格し，生協・呉服屋・綴物学校などから口がかか

った。働きたいと患ったが，夫が共働きに絶対反対であった。しかし姿は rいまは反対でも子供が大きくな
ったら，きっとおおめにみてくれるだろう，それまでに技術を身につけておきたいjと考えている。

〔なお，ケース日本人は，昭和50年KB社新炭鉱iζ移行後，坑内事故で亡くなられた。〕

く注>

1) 私達は労働者の「生活誌J，つまり生活史と現状の労働一主主主E過程を次の11項目にわたる諸事実でお
さえている。(1決の生活史， (2)委の生活史.(3)家族の生活史.(4-1 )夫の労働生活.(4-2)委の労働生

活.(4-3)家計収支.C4-4)生活時間と役割分担，(4-5)所属集団・社会関係・交流鴎，(4-6)相談相

手，(4-7)諸要求と政党支持.(5性活の転期と転職・定住希襲。 ζζに紹介したのはそのうち(1トベ3)の

あらましのみである。なお，私達は炭鉱労働者の職員2ケース，ヱド鑑4ケース，総夫2ケースの「生活

誌Jを，北大生活社会学研究会『議室まと社会理論』誌・研究基礎資料報告書寄付) rエネ Jレギー産業変
動下における炭鉱労働者の生活誌一一北海道A市Bt.土C鉱の職員・本語監・組夫の社会学的善事例報告J(1昭
和50年6月)にまとめた。

第5章炭鉱労館者組夫層の生活史

組夫!欝はすでにのベた如く，炭!議までの堀進作業という厳しい労働κ従事し，また彼等は，不況
時における人員移動の対象となり，鉱員(本鑑)にかわって危険現場の採炭作業lζ意図的に配置され

るという意味ではその補充的対象としてあり，所講，石炭産業における「弾力的運用jの対象として，

きわめて劣悪な労働諸条件下におかれている。 ζの点は他の 2J欝(職員・鉱員)との一般的な性格上

の差異を示す ζ とになる。

第 1節 出身階層と就業様態

さて， ζのような組夫層の生活史分析を試みるκあたり本章では，以下の如く大きく 2つの分析

一部一
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レベソレを用いる。即ち第一は，本人の労働生活史のレベJレ，第二は，結婚に伴なう本人の世帯形成iζ

基づく家族生活史のレベルである。第一レベルで，その出身階層的特質，転車義経験から炭鉱への入職経過

にみられる契機ならびに動因，そして，そ ζから抽出しうる職歴変遷の一定の型κみられる特徴を分
析する。また第二レベルではそうした職康変遷の過程を通して，とりわけ炭鉱入職と結婚の関連，新

たな世帯形成における生活転期ならびに委の就労事情等を分析する。

まず第一レベルの問題を分析するにあたりケース毎に出身階層，本人属性ならびに職歴変遷を細

かく表示したものが表5-1である。

表5-1 職業・本人属性と職歴変遷
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乙の基本表より作成された表5-2でみると，その出身階層は農林漁業を主体とした所謂，零細な f自

営業Jのものが圧倒的に多い ζ とに気づく(夫で11ケースのうち10，委で10ケースのうち7)。そして

他の2層労働者と異なり，父が直接の炭鉱労働者であったものは夫は皆無であり，わずかに委の方で，

2人をかぞえるにすぎず，夫妻ともにかなり類似した階層の出身者である。 ζの点からして，炭鉱へ

の連続した世代的従事ではなく，本人の代になってからはじめて炭鉱入職であるという特徴が校自さ

れる。乙の乙とは，もともと夕張市あるいは震炭地域内での出身のものがきわめて少なく，表5-3

でみる如く，夫で同市t往生のものは 1名，奏で 2名を数えるのみで，偽は，その他道内市町村と東北

地方・樺太で二分されている ζととも関連する。したがって，乙の ζ とから，少なくとも10才代で夕

張に来住したものを加えてもわずかに3名 (m-1， m -9， m -10)にすぎず，夕張への定住性の
希薄さが大きな特徴となっている。

表5-2 父職業と本人の初戦(独身者1名食むため，嚢の方/<tl0名)

失 饗

否決家族従業者 他産業 昌枝炭 家族従業者 f臨獲業 自社(又は

tt 北新建設) 不 明 量十
(告.I韓公〉 着用者 鉱職員 〈合..公〉 蔵用者 炭鉱措置用者

• 業 4 2 6 3 3 s 
漁 業 1 1 1 
その他畠営業 2 3 
E社鏑連会社役員 1 l 
B 社炭鉱員 自 1 1 2 
不 明 同

量十 7 3 11 4 3 10 

表5-3 父職業と本人の出生地

夫 3長

ミ¥
タ 道 道 脅 秋 岩 樺 タ 道 道 青 秋 岩 様 不

内 内 内 内
5長
市
町 費十 張

市
罰I 計

村 村
市 部 吉5 森 問 手 太 市 部 部 森 国 手 太 明

農 業 1 1 2 6 2 1 6 
漁 業 l 
その他8営業 2 3 一
B社関連会社役員 1 
8社炭鉱員 … 1 2 
コド 明 一 l 

計 1 4 2 2 11 2 2 1 l 1 1 10 

かような出身階}爵上の特徴は，本人の就業様態にどのような関連をもたらしたであろうか。まづ，

局じ表5-2で本人の初職をみる限り，農林漁業主体の自営業出身のものの大部分(郎ち10人のうち

7人まで)が，他家への審公も含めた所講，家業従事者となっている。そしてとの中には長男は全て

含まれ，他iζ二・三男も自家業に従事し，父と全く無関係な織業lζ従事したものは3名のみで，それ

とて，比較的に兄弟の多いニ・ 2努以下のものに限られている点がまづ特徴としてあげられる (11人

一的一
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兄弟の三男， 10人兄第の二男， 5人兄弟の四男)。こうした傾向は，学卒時点が，激戦以前であった

5名以外の 6名も全て昭和20年代であり，末だ就業チャンスの狭磁さを示す労働市場の下Kあった当

時の社会・経済的背景が大きく作用していたものと，思われる。

第 2節職歴変遷と生活転期

とζろで， ζのように総夫の場合，大部分のものは，初職において家業従事を志向していたわけ

だが，その後の織歴変遷をみると，表5-4，表5-5の如く，大きく 4つの多様な裂に分類できる。

即ち， (イl，(ロ)は家族従業者を起点とし，その後直ぐにか又は他産業労働者の経験をしてから，炭鉱へ

入殺したもので，炭鉱歴は平均で15年前後のもの，いiは他産業労働者(一部は家族従業者)からその

表 5 4 父職業と本人の職歴変遷の型

守主
〈イ〉 (ロ) (ハ) (ニ)

家族従業考→他産業
家族従業者(又は他産量 炭鉱織員(又は他産業

家族従業者→炭鉱員 業労働者)→窃営業主 労働者〉→他産業労働 計
労働者 → 炭鉱員

→炭鉱員 者(又iま兵役)→炭鉱員

産量 業 2 2 1 1 6 
漁 業 1 1 
そのfIlli3営業 2 3 
8社関連会社役員 l 

苦十 3 3 3 l 11 

一一

表5-5 職歴変遺の裂と炭鉱入職の経緯

(臨-1)
a姓だけでは喰えないため，出稼ぎで造材人夫となる。結婚2年後IC入職.(6人兄弟の長男.炭鉱援16年，
2殴転職)

(イ)(画一5)
12才で父死亡.叔父にひきとられ，兄とー諸lζ漁業従事。兄が母と隠居し，独立する。そのうちコンブ取り不
振「金とりjのため友人の紹介で，結婚3年後IC入職(5人兄弟の=男，炭鉱際B年. 4回転職〉

〈盟 8)
ill揚当初は生活'i!i.農業手間稼ぎ，家族で開拓入繕後，炭鉱IC入数.独身 (6人兄弟の一男.炭鉱歴21年. 3 
回転車量)

朝鮮人.父と戸籍上のζとで不和となり，家出し.その後土建作業，炭鉱(総)IC転々と従事L.初婚失敬.

(掴-2) 職場でヤクザ穏係の経験をし，現場の上司の世話で入職，入職後3年して再婚 (3人兄弟の長男，炭鉱歴16年
6罰転車量〉

〈ロ〉
若い媛(年令不明〉母死亡，父手ヰ婚，農業は父と共間経営，その後，父は幾業以外の校事IC手をだし失敗〈農

(m -6) 業放棄)その後，土建作業を転々としζの総妻子と君IJIi号，転々 とした生活IC盟主気して，農業時代に物々交換し
ていた知人の紹介で入職 (4人兄弟の長男，炭鉱膝15年. 5回転職〉

(由一11)
4才の持母死亡，父再婚，農業を嫌い炭鉱(総).土建作業IC従事し.そのま建作業そしている特IC結婚し，そ
の後l年して，炭鉱(本鑑)に入畿 (7人兄弟の長男，炭鉱授12年. 8回転職)

(m -3) 
結婚後2年してはじめた電気底の録賞が資金難で行きづまり倒産す，その後，応募して入職c7人兄弟の三三男

炭鉱膝8年. 7 @]転職)

(ノ、)〈阻-4)
電器工事屈が，従業員の父通事故の賠償ならびに従業員をひきぬかれ倒産す，その後，入車量.現織につくまで

一時妻子と矧iJF，号 (11人兄弟の三男，炭鉱歴2年. 8殴転職〉

(理一10)
l人士見模の運送業が業界不援で他企業にまけて倒産す.その後入織 但し，戦前，敗戦後，炭鉱入職の経験を

有す(10人兄弟の三労，炭鉱肢35年. 5回転職)

〈回一9)
15才の草寺，荷額離婚，兄弟離散.その後志願兵で兵役，入職は敗戦直後〈炭鉱職員〉だが中断し，その後は本

(ニ) 鍍から組夫へ，現職ICつく l年前IC結婚 (8入兄弟の三三努，炭鉱経29年， 4回転職)

〈回一7)
10才の時母死亡，戦部IC炭鉱経験有す，兵役除隊後結婚し.入駿(本銀)し，定年までつとめ上げ，現織につ
く (5人兄弟の閥努.炭鉱盟主35年. 5 @]転職)

-61-



教育学部紀要第27号

後，自営業主を経験後，炭鉱入織したもので，炭鉱歴は短かくて平均8年前後，そしていjは，はじめ

炭鉱へ入職後，他産業労働者を経てから再度，炭鉱へ入職したもので，炭鉱歴は一番長く， 30年以上

となる。 ζ うした裂到による炭鉱懸の長短を，その職場移動による転職回数と擦迷づけるならば，い)

の自営業破綻というその階層・階級的移動の激しかったものが一番多く(平均 6.7凶)，ついで(ロ)の他

産業労働者(それは全て，土木建築の下請作業員表 5-6参照) を媒介したものが続き(平均6

回λその次に(ニ)の炭鉱湾入職のもの(平均 4.5盟)，そして長後iζ(イ}の炭鉱へ単純に移動したもの(平

均3閤)という!阪になり，とりわけ，炭鉱歴も短かいのに比べ，転職回数が多(，¥(/、)lC対し，炭鉱歴も

相対的に長いのlζ比べ，転職回数が最も少ない{引がそれぞれ対極の型としてあり，その簡に{ニ)， (ロjが

位置づく構造を示していることに気づく。

ζのように職歴変遷の裂でみる限り，(イj→(ニト→{ロ)→い!のI1民序で，その就業態様の多様性，変転性，不

安定性が重層的な構造としてあらわれている ζ とがまづ指矯できる。そして ζのζ とは，現象的に示

される識経変遷の裂を形成せしめた諸条件，とりわけ炭鉱へ入職せざるをえなくさせた問題からさら

に究明される必要がある。そ乙で，その入職への経緯を細かくみたのが表5-5であり，それから大

きく務ま援すると表 5-6の如く (A)，(8)， (C)の三つに分類しうる。即ち， (イ)1ζ対応するものとしての(A)

は，家業不振による不安定就労ならびに不本意ながら家業が継承不能となったことからして，家業従事

iζ見切りをつけて炭鉱へ入職したもの (4人)，そしていHζ対応するものとしてのには，初職が公安関

係(警察，自衛隊)あるいは単純な下級公務労働者としてスタートしたが，その後，一度は自

にまでなるが，その事業経営の失欺によって入職したもの (4人一 ζ のうち2人は産炭地域衰退iζ伴

なう事業倒産ー)，最後のlロ)と(ニHζ対応する(8)は，前二者と異なり，その就労上の変化が契機と

いうより，すでに初職以前あるいは次の段階で，両親離婚による一家離散(皿-9)，幼少時iζ母死亡

後，父が再婚し，家から離脱 (ill-lD，そして朝鮮人のための苦しい体験に由来する父との事L練によ

る家出 (ill-2 )というように その出a家族の構造的不安定と動揺がもたらされたもの (3人)と
いう 3つの場合が想定しえた。

これでみると， (A)，(C)は戦後8本の産業構造の変化が直接，本人の就労のあり方lζ作用したのに

対し， (8)は，それをも背後iζ有しながら，渡接lζは家族的要因が大きく媒介となって本人iζ影響を与

えたものといえよう。乙の(A)，(8)， (C)は，かように炭鉱への入職事情をその産業的・家族的要国を吟

味した結果の分類で， ζ こでは一応， r入職態僚の類主主Jとして設定する。

表5 6 炭鉱入職要因と職歴変遵の製

(イ) (ロ) (ノ、) (ニ)

CA) 家業不振による不安
定就労・家業不継承 ill-l， ill-2，怒-3 m 7 

(B) 家庭不和・両殺との
難死illJ ill-2，滋ー11 ill-9 

CC)事業経営の失敗 ill-6 理一 3，ill-4，磁ー10

土木建築Cill-2) 
下請

警察(予備隊→常気r.5経
室主 磁ー 3)

氷室主力働E(顕一7
エ:労

他産業ならびに
〆〆 (皿-11) 警察官→電話工事活経 庖飲食E員~ Cill-9 

自営業の内訳 営(溜-4) 

〆〆 (盟-6) 郵使配達夫→運送業経営(顕一10)
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以上， ζ うした異なる類型が示すように，炭鉱労働者化への道程を歩んできた ζ れらの組夫績

の場合，表5-7の知く，その生活上の転識を意味づける乙とによって，上記の類型のもつ有意性を

さらに吟味してみよう。まづ，(A)では家族従業者から重金労働者への変化lζ対する生活上の適応過程

(例えは，労働のきっさ，賃金生活の苦しさ等)を問題にしているのに対し， (8)は，その不幸な出自

家族の絞験からして，転々とした職業体験の後，むしろ結婚による生活の定者化過程を強く刻印して

おり， (C)は，事業経営の失敗という苦汁にみちた屈折経験に対する反省と夢の混在したアンビ、パラント

な自己評価(例えば ill-3のように「人を使うのは馬鹿くさいが，やはりもう一度，人を使いたいJ) 

がくっきりと示される乙とになる。

表5-7 結婚時点と生活の転期

年令
炭鉱 現験動 転職

結 婚 時 生活の転期(夫〉 生活の転期〈委〉
援 続年数 回数

田一 I 41才 16年 10年 2図 炭鉱入職2年初(昭32) 離農して炭鉱生活へ，賃金生殴 炭鉱関山，夫の様我の符iま

活の係の奮荘。しさ.紹46年，r夫4 心配。

国-5 40 8 2 4 炭鉱入毅3年初(昭38) 漁業から炭鉱生活に移って労 娘時代は良かったが，家出
働きつい。もっといい賃金を して，磁場を転々とする。
求めて炭鉱を転々，子供小さ 生活苦だから.総そわたり
く，前借りでしのぐ。 歩く，わたり歩けば生活苦

昭48年夫慾我，炭鉱，rイヤ
気をさす。

(A) 亜日8141 21 21 3 独身 樺太で敗戦，ロシアの参ぬロ
シア人とー諸，rコJレホーズで
働く .51揚当初は生活苦しい (非該当〕

そくのi後きたは「何のへんてつもな

皿-7 56 35 2 5 兵役除草ま後，炭鉱入験 子供幼少特は生活i!f，Wi婚し 18才で母死亡.戦争中の食
(本型車)と!湾時(昭18) てきりぬける。 糠難は大変，敗戦後は審物

で米を交換した。子供幼少
時fC前借をして生活をする。
体弱く結婚後は職授なし。

ill 2 40 16 4 6 僕鉱入職2年後(昭32) 朝鮮人のため迫害をうける， 小学校訟に両親離婚，姉が
離婚，北新建設入社3年 職場でヤクザ際係で隠語とな 養育，夫が熱手害魚に ζ り生
後手専煽〈昭41) る，初婚失敗，昭42，ζ熱帯魚 活E。

fCCり借金生活の苦しさ，手ヰ
婚して生活落着く。

臨 11138 12 l 8 炭鉱(本鍛)入職. 1年 結婚してカマドをもっと委子 父死亡後母再婚，現職時代

(8) 
前(招39) への愛任が重量くなり，子供の Ir夫怪我 (6ヶ月入院)で

ためによりい歩生く活をと怒って組 大変。
をわた 。

ill-9 141 29 16 4 現職入職1年前(昭32) 15才で殉親離婚.数戦後は好 4年前Ir!雪ガr/'で死亡。
きかつてな生活ケンカもよく
する，結婚後は務事まく，姿F雪
ガン (6ヶ月入院)で入続中
は大変。

ill-3 41 8 2 7 響察予備隊時代(6年間) 人を使うのは馬鹿くさく，炭 昭42夫様我 (3年弱入院〉
の5年図(昭31) 鉱生活は「みみっちいJと悠iの持委働らく，昭46失隠僚

うがもう一度「人を使いた 事故死で不安つのる。
し、

理-4 40 2 1 8 警察官時代 01年関)の 警察退職後は生活苦しく，ま 夫喜善察退職後子供の終気.
7年鴎(昭34) た事業失敗により F金は人生 夫の雨親をかかえ生活は大

の敵と思うj。 変，夫事業失致後一特別殿
して働'く。

盟-10 55 15 7 5 兵役除隊，炭鉱(本費量) 結婚当初2-3ヶJl賃金不払 夫の自営業の手伝いで「メ
(C) 入車量l年後(紹20) い，一人で働らく方が楽でEl チャクチャfC働らく j多い

営業(運送)をはじめたが， 持で10人以上の雇用者の世
零総企業のため苦労ばかり多 話で多忙。
く不振もたたり事業たたむ。

国 6 51 15 12 5 従家業事販〈農問業の 13年間ー〉 父との農業経営失数後土建業 結に婚い後じめ夫のらxれがる再。婚委はしさ，き始初
3年目(稲20) で各地を転々， ζの鶴殆んど

~II"号生活，持病〈湾カイヨウ) 君主計管理もできぬ，夫が各
により今まで2ヶ月ほど2悶 地転々としていた頃仕送り
にわたり入院し生活苦にみま 金少なく雪量も就業し生活を
われる。 支える。

qa 
ρ
h
u
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第 3節 紐夫層における家族形成の意味

次 Iζ，第ニのレベルの問題として， ζのように多様な差異を示しながら，その長い職歴変遂の過

程の中で，とりわけ炭鉱入職と結婚による新たな世帯形成の側面は，第一の問題とどのように関連し

ているだろうか。その点について，入職時と結婚時の関係，委の生活上の転期，妻の就業事情等を中

心にみてみよう。まづ，関 5-1でみるように，全体として10名のうち炭鉱入職前か後に結婚時をむ

かえる割合は5対5と二分される。しかも入戦後結婚したものでも，組夫以外の鉱員(本銀)経験者

5名のうち 4名までが，所謂，本鑑時代に結婚している ζ とであるの ζのように炭鉱入職前か後にし

ろ，本鑑時代lζ結婚したものは全て， (A)，パC)の類型のもので，全体10名のうち 7名も占めている。そ

れに対し， (8)の人は，まさに l名を除き({旦し町一 9とて閉山後の本鑑時代最後の年で，組夫になる

直前)，偽の 2名は組夫時代iζ結婚している点が注目される。次lζ，炭鉱入職前iζ結婚したもの 5名の

うち 4名までは，結婚時が当時の職業従事期間の後半であり，そして結婚後， 2 -4年のうちにその

図 5-1 炭鉱入職と結婚

昭

5 10 15 20 25 30 35 40 45 
ー甲時四

m-1 (組のみ)
(30@一-=r一一

(AJ (時Fゑ〈総のみ)
m-8 (組のみ)

盟____7 (本鑑→組…昭和47より総へ)
L....-@悶

時tp)
3 @(4lJ 

(B) 
m-ll (組→本望書咋総…昭45より総へ〉
ーァー @(39 

彊-9 (職員→本鎌→総昭33より級へ)
」ー @(32

息:-3 本鏡→組…昭46より組へ)
@s1) 

盤 4 (総のみ)
倒@ ーーマー一

(C) 
一孤…-ヒ1ニ0ー〈本ベ鎌9)→(20紐…昭42より組へ)

逝-6 (総のみ)。QOl -J  

@I主総婚時，( )内の数字は年度

職業をかえている ζ とである。しかもその 4名のうち 3名までが炭鉱か炭鉱隠速の職場に入識してい

る(随一 1，並 -5，ID-3)。郎ち，一方でIA)，(CHζ主としてみられる炭鉱入職前結婚のものは，新

たな投手書形成に伴なう生活困難(例えば子供養育，親扶養等)を打開すべく，よりよい生活の安定を

求めて「金とり jのいい炭鉱を志向しており，その時点は，Iまゾ総和30年代になっている。俄方，主

iζ{聞にみられる炭鉱入職後結婚のものはパA)，(C)の型のものも含めて，概して本鑑という組夫よりも

比較的に安定した労働諸条件にある職場に従事している時に結婚している。しかも，その時点は昭和

30年以前のものも含まれる。このことは，主として(8)裂を除き，結婚がその時点における職業の安定
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性，継続性の保織のもとでなされるという「安定内結婚jを示しているのに対し， ¥BIのように，むし

ろ転々とした生活に歯どめをかけ，生活全体の定着化を志向しようとする f安定化結婚jがかえって

職場生活の間定化を保障せしめているという特徴を示している。その限りでは，結婚時には予想もし

なか「たこと，即ち組夫!溺としての就労形態になる ζ とは，結婚後炭鉱入織によってか (ill-1，回

-5， ill-4，盟-6)，また入職後の本鑑時代の結婚を経て，とりわけ昭和40年以降に純夫へと就労

形態が変わるという傾向と深く関連する(m -7， m -9， m 10)。
ζ のように，結婚による世帯形成に伴なう炭鉱入織のあり方について，前述の夫のいう生活転期

にみられた職歴変遷怠体の ζ とと異なり姿の場合を表5-8でみるように夫の職業のもつ間有の性格

を媒介としたもの MI，(間， (Cl共通にいえる閉山ならびに怪我の不安)かその職歴変遷の激しさに伴

なう動揺への対応(とく tC(CIにみられるように，夫の:事業失敬，別居lζ伴なう委の窮迫的就労化の苦

しさ)にみられる如く，組夫鼠への就労形態の変化は， t投帯iζ大きな変容をもたらしてきた。 ζ の点

からして，前者のような夫就労の不安定牲に対応する意味でも，断続的，連続的とをとわず，委就業

の継続性は表 5 8の如く，如実にみられる。とにかく，結婚後就業経験ないものは9名のうち 2名

表5-8 結婚と棄の就業状態

1¥ 
父 !H 11' 兄 続 ヲ非

議号: '" 
総網島鈎就業状態 結婚後就業状態

築地 令 数 納 号事

ト ←一

燦タ '"中

阻-(- 鉱事h 31% 4人 民鉱寮まかない，旅館下働き，護軍事公.子'1'り Il¥!草，保脅期IIlJ除.維業→提鉱割まかない，鉱工所.迷惑現場雑財，院鉱蟻;号たき{都較的就業)

録i/i 女~

農 を守 ACiLド

組日 5- 手 33才 行人 京事手lι，');:1白.I!A冷己最h日Llbl，水盛加i嶋 閉4911'より主主 "折溶接D 臨時) (結断後中野，.末 tニ7%で就業〉

A) 業際 !l: 11' 

医 B- (独身

総秋 六小

羽一 7- Hl152% 6人 す記事手む 就業料験なし〔撫就業}

ヨ震 縫 !r. '事

漁案 民t内草

h " 姉技建，品mのま業手"'い
田一2→ 30% 7人 l 就業経験なしく線就業】

2ζ ベド

農業 k 中

B)回一"→ 忽9才 4人 父死亡後. Lhヰ捕監士経緯制 結掛t({!t-a!号館京H;出{粘ll¥点後一時就業}

業唄 y; I ~， 

炭
l< I ? E日阜『 総蝕 ? 2人 (lt亡のため{，時j) 〈死亡心ため小証IJI)

女

農神】 Zや

針。才 '̂ 前J'll-~.ft. ，'f裁抗出品 犬事故人続中(昭42-45)星符林署.駄柿"1り，自'tr下裁内髄，現在，1紘内騒〈夫入院中就業，内戦桝続j

業太 y; 字

慶綾 三中

臨-，- 37% S人 業将校勤務 夫事業~敗後 I 年〈相46-47) 耳1)1，';，映曲1I自事務，番護人，英王手院.肱館帳場〈夫事業安散i量一時就業)

業'" y; I ~ 

C) 
不タ k 尚

臨-10→ 4長 47才 ，，- 小 15才で父母死亡，炭鉱寝室かない 官業(連送制常)手伝説(1，炭鉱臨時補株射〈静較的京業従事)

トーートー
線 lぇ為

家事手も".来事業失敗後7年間(曜鈎日37}jJlj厨')ンコF尚昆・'}/"コ'筒 L場.H十… 製自:鉄 u訴能障x(継続的就業)
費住 友不

にすぎず， rまさかの時J，ζ備えて，妻就労化への構えは共通にあるといえる。
さて， ζ のように間III，事故，事業経営失敗等その不安定な就労の歩みにみられる流動化の激し

いこれら組夫隠の場合，職場を介しでの地域定住化は希薄にならざるをえない点に注目する必要があ
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る。さきにのベた如く，夕張への来伎は図 5 2でみるように， 11名のうち 3名のみが戦前から夕張

にいたもので他はとくに昭和35年以降の来住者で占められ，その定住期間の短かさが特徴的である。

さらに表 5-9でみる如く 来住摩市が炭鉱閉山，事業倒産といった劇的なものが全体の半数近くも

占め，しかも，来住lζ際し職場

親族等のパーソナノレなネットワ 臨5-2 炭鉱入職年次と夕張市来伎年次(炭鉱入職年次)

ークからも切断されて現職lζ就

業してきた乙とである。 ζの乙

とは，初めて炭鉱へ入識した時

の「子づる」で，少くとも親族，

知人，友人といったものが11名

のうち 8名もいたのに比べ，現

職への就業には， r事業所所長J
の l名をかぞえるにすぎず，か

くもそうした関係が希薄化して

きた変転の激しさを端的に物語

昭 5
昭5

10 

15 

20 

タ25

2) 強喜3初5 I 
40 

10 15 20 25 30 15~ 45 50 

週一 l

六よ
m-6 

m-2 

議 3

っていよう o
m 7 盟-11 班-5 m-4 

以上のように総拘留の場合，

その出身階麗κよる規定性を強
表 5 宮 現事業所入職の王室鹿・手づる

くうけつつ，本人自身はそれか

らの孤立的離脱と変転の経験を

体得しながら，結婚による世帯

形成を通して，まきに世帯をそ

の生活防衛的綴織として強めつ

つ(乙の乙とはまた逆に親族，

職場等のネット・ワークの希薄

化への対応としてあり)，その多

様な生活史を現在まで封印して

きているのである。

六、¥
困-1

(A) 
盟-5
国一8
ill-7 

盟-2
(B) 匪-11
掴 9

盟-3

(C) 
盟 4
ill -10 
国-6

前 職 E里 83 

炭鉱(級) 関 山

"〆 " 金とり
農業手伝 不安定
炭鉱(本鑑) 定 年

炭鉱(総〉 人間題関係の

" が 閉金と り

" が 間 山

炭鉱(本鍛) 間 山
か(総) 院指 山
運送自営業 倒 E震
炭鉱(総) 定 住

ー一ー-'----ωー

第 4節 炭鉱労働者組夫層の生活史の典型事例ーケースφ-

手 づ る 炭経験鉱回閉数山

隠企業内配転 1 
応 募 。
? 。

応 募

努事業所所長 。
応募 。
" l 

応 募 2 
車並 安 2 
応、 募 。
応 募 a 

初入感め腕てのの手炭ず鉱る

妥の父

友人

? 
叔父

応募

応募

父

妹

職長

震の取皇室引事先時代

乙乙で組夫!欝の典型事例を一つあげてお ζ う。それは家庭不和一入職型にj議するケースで

ある。

昭和11年宕5毛沢市iとて出生， 39才。 7人兄弟の長男だが，下3人は父と継母との間の子供。本人出生時，

実父母は岩見沢市で農業をしていたが，本人4才の時実母死亡し，その後，父再婚。昭和21年，父は農業をや

め，継母の兄が偶人炭鉱の上きを流渡鉱の重役をしていた関係、で，柴山田7の向鉱坑内員となる。本人は昭和47年

iと上美流渡の中学校を卒業するが，その時父は「自分の子供は坑内に入れたくないJと言って.叔父と農業を

する ζ とにし，本人を岩見沢の本家の農家手伝IctI:lした。翌年父は炭鉱をやめ岩見沢で農業をはじめたが，本人

は農業はいやだったので家にはもどらず， 1年契約の農家手伝を2回ゃったあと，ブリキE震になろうと思い，昭
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和30年，札幌のブザキ屋iζ住み ζんだ。しかし綴方とうまくいかずl年で家に帰り，父の農業を手伝った。翌翌

年，父が亡くなり，継母とはうまくいっていず，自分の本当の兄弟もそれぞれ大きくなっていたし，本人は「百

姓をやるという気がまえがなし、から，別の仕事で食べよう」と恩った。それで自分が卒業した中学の近くにあ

った炭鉱の総iζ獲接行って，たのんで入れてもらった。技術は 2週間かかって実地雷11綴で教えてもらった。 ζ

ζは日給賃金で 3年いた。しかし一緒に働いていた仲間に「とにかく毎日. B緩やっていても仕方がない，土

建会社に行ζうJといわれ，岩見沢の土建の総lζ入った。そして昭和39年lと. r一人ぷちはまかなえぬが，一
人ぷちはまかなえるJといわれて結矯，妻iま美唄の農家出身で結婚後は一時，農家街頭をしただけである。結
婚後，妻子をやしなうため安定した職場を求めて，上砂川町の三三井鉱業所K本鉱員で入り，仕繰夫を5年ゃっ

た。 ζζ で長男ほか 4 人の子供が生まれた。しかし昭和45年にそ ζ をやめ，歌志内市の~知炭鉱の下請組へ入

った。移った浬白は「オレlといわせると虫の知らせで移った。オレがやめて 1か月で大きな災害があり，かつ

ての同僚が10人以上死んだ。オレもいたら死んでいたろう。 r会社勤めがいやになったからやめさせてくれ2
といって辞表を出したら，社告ちには 1か月しかいれないといわれた。それで仕事さがしにポカッと歌志内へ行

ったj。そ ζで上砂川時代の同僚にあい.rオレのと ζろで働けJとさそわれてその同僚が労務をしていた級へ
入った。しかしζζには半年しかいなかった。歌志内の現場の仲間に「まだいいと ζろがあるJとさそわれて，

芦別市の三井芦別鉱業所の下請総夫となり. 3年いた。 ζの関5番自の子供が生まれた。 48年1Of:l.芦別の仲

間iζf夕張へ行ったら金とりいい，夕張へ行くべJとさそわれ，夕張へ来てみたら金とりはいいが物価が高い

のには驚ろいた。 ζζで6番目の子供が生まれた。

乙のように本人は各地を転々とわたりあるいた。その理由は次のごとくである. r自分は親K尽く死なれ
て苦労した。オレは子供が一人前になるまでは死なれない。組をわたり歩いたのも，より震かに毒事らしたし、か

らだ。生活はいつも苦しかったが，自分なりに『はりJのある暮しをしてきた」。しかし，本人は最近.r子供
が大きくなるまで会社にくっついていた方がよいと思うようになった。将来の生活の安定のため， ζのあと本

鉱員のさそいがあったら本鉱員になりたしリと考えている。炭鉱の乙のあとの見通しは婿くはない〈北海道は

石炭を見はなさないだろう)し r自分のような学授の者が子供を6人も育ててい乙うと患ったら坑内iC入る
しかない。 J現在，本人は8社下請の北幸庁長章設坑内堀進員であり，かっそζの労働組合員である。しかし芦別時代iと

には親総会があり，海水浴・新年会・忘年会・花見などに家族ぐるみで参加したのだが，とちらの組合では ζ

うしたもよおしは何もない。また上砂川の本鉱員時代，春闘賃上げでストライキに参加した記憶がある。 rと
ういうものをやらないと賃金は上がらない。北新組へ来てからストライキはないが，もしゃったら参加するつ

もりだ，いまの組合はあるというだけで活動しているわけではない。しかし閉山問題がおきてきた時，やはり

間交その他でわたりあえるので，組合がある ζ とは強いJと本人は自己の体験にもとづき判断しているのであ
る。

第6章炭鉱労働者本鑑(鉱員)層の生活史

第 1節 夕張への来往時期における諸区分

鉱員}震の家族史を軌とする生活史には，他のニ層のごときドミナントな傾向はないが，次の点を

まず指摘しうるo すなわち，嫌々な出自・職肢をもちながら，夕張でのはじめての炭鉱入職後はそこ

に定着したという乙とである。 ζの点はとくにB社平和砿鉱員の特徴で，開じ夕張市内においても三

菱潟大夕張鉱のどとく，三菱大夕張及び美唄炭鉱 (1日三菱美唄鉱)の関山により来住して来たものを

主体とする炭鉱とは異なる点である。

乙の定着牲に着目すると，表6-1 ，2にみるどとく本鑑(鉱員)層は大きく 3つのグループiζ区分

する ζ とができる。すなわち夕張出身層(Aグループ)は夕張で成脊した炭鉱労働者の二代目もしくは

一代目の者か又は同地の零細自営業者の子弟である。本人の代lζ来住した者のうち B1クソレープ(夕張

来住腐 1)は道内及び樺太の農漁業・零細自営業出身者で，ほぼ敗戦を契機iζ石炭大増産期の夕張iζ
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来往している。間じく本人の代lζ来往したB2クツレープ(夕張来住層 11)r立石炭「合潔化J胎動下の

昭和30年前後iζ来住した東北地方を主とする農家の子弟である。そして後にみるどとく Aグループは

職員層と，B2グ‘ループは総夫層と類似性をもつが，B1グループは本鑑(鉱員)層iζ独自なものである。

表6 1 本銭(鉱員)篇の夕張定着時期による震分

夕張で誕生学校前 iζ 来住 15才までに来住 19才までに来伎 20-24才 25-2告才 30-39才 40-49才 50-59才

戦前
信⑧蜘

⑤@  gp q ⑨るトB1 2Q.骨-22 ⑦⑧ 

23-24 通S⑧ @②QJ) 
25-26 

守口27-28 
29-30 A トーB2
31-32 
33-34 
35-36 
37-38 
39-40 
41-42 
43-44 ⑧ 
45-46 ⑧ 
47-48 

{嫌)⑧は中小炭鉱員丹出後の来住者。⑩iま幾家後継者の一時8'，来住。⑧l立三笠市，@は宮繊県名取市から。

表6-2 出身地と出身階層

----ミご一一一一一
Aグノレ フ。 B 1グノレープ B2グJレープ そ の 他 計

炭m:x鉱労x働と者も @⑧ 2 

夕張市 炭鉱労働者 ま⑧⑤⑬⑫⑬ 7 12 

零細自営業主 ④①⑧ 3 

炭鉱労働者 ⑧ l 

私鉄労働者 ⑨ 

農 業 |⑬⑬⑦ ⑥@  5 
道 内 10 

漁 業 ③ l 

零細自営業主 ⑧ l 

警 察 { 信 ⑫ l 

漁 業 @ 

様 太 零細自営業主 ② 7 

農 業 ⑬⑧⑬⑧ ⑩ 5 

東 北
零細自営業主 ⑬ 1 

2 
響 妻美 { 白 ⑬ 

計 12 11 6 2 31 

なお，昭和40年以降IC2ケースが来往しているが， 1ケースはB社系の中小炭鉱閉山lとより三三笠市から，

他の 1ケースは農家後継者の宮城県名取市からの一時的な来伎である。前者は三菱潟大夕張鉱の閉山一来住者

と同ーの性格を有し.40年代の所講「石炭不況下」の炭鉱労働者の給源を端的に示している。後者は昭和50年

の平和炭鉱閉山を期lと名取市へ帰郷している。

以下各グループごとに，家族生活史との関連において職歴移動をみてい ζ う。
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炭鉱労働者の生活史分析に関する一考察

第 1項 夕張出身層の諸特徴

平均年令38.3才 (1磁49)のAグループ12ケースのうちケースを除くと父又は兄が炭鉱労働者

であったが，初織から本鑑となった者はいず，敗戦前後iζB社iζ勤めた者(3ケース)，昭和30年前後

にち社痘腐の下諮組々夫となった者 (5ケース)と， B社関連が多い。そのさいの手づるはおおむね

父・兄・知人等である。初職で国鉄等の運輸労働者となった者(3ケース)も市内か通勤樹内である

(表 6-3)。

しかし表 6-4にみるどとく， 12人中山人が結婚前lζB社の鉱員となっている。住宅や殺の扶養

など「家の都合Jで r炭鉱しかなしリ夕張で生業の場を求める時.B社鉱員はそれなりに魅力的で
あり，その上企業は縁故採用を主体としていた。

昭和33年 ICB 社直属の純夫から本鑑となっ犬~は次のどとく述べている. r (お社の)入社試験をうけて
2∞人の希望者の中から20人選考という ζ とで，採用になった時は嬉しかった。給料が上がり，また生活!ctま

りが出たjと。

炭鉱歴は長い者で25年，短い者で9年であり，年令の高い者が長くなっている。

表 6-3 Aグループの出身と初職

セ=…出関連のー運送鹿〈市
業またはBI I (子宮内又は 計 備 考
本土雑役下請紐近郊) 内)運転手

長男 ⑧⑧  ⑧⑧  

父謂炭労働鉱者

ニ男以下 ⑬※⑬※ ⑬※③※ ③ 

長男 ⑧ 

父国自営
業主

二男以下 ④※ ①※ 

※印は兄が炭鉱労働者であるもの。

表 6-4 Aグループの結婚前の織業移動

初職 ケース 紺15-20.8硲20.9-24脳25-29昭30-34昭35-39llB 40-44 

B侃

書④ • →，Kd*8  →→，〈tコ.→~ 
関連 続→*→ →Vマ→陸砂→とbム→'JJ..*

⑧ • 令ω9砂 -→* 関下
企→ AA宮→→崎，* t 図

悶

E脅
A→・…令 官関除習

総 ....…~ .宮崎→ 苫

運輸
⑬ ③ ③ 
。→E →女

→ O 密‘→8.* • 労働 →*密
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4 ⑧は本善玉人高小E手前!C父が炭
鉱故死。
⑤は本人工高採鉱科卒業前
に父死亡。

5 ④の父の自営業は，本人幼

2 

少時の父の死亡iとより，
廃業。
①の父の向営業は現杭2兄
が継承。
⑧は新制中卒時前後iζ父死
亡。

結転職婚前回数の

l 
2 
5 

2 

l 
l 

2 
2 

2 
2 
1 

図結婚
*本鑑
A 組夫
砂中小炭鉱・8本土震Jfl者
v 土建労働者‘ 自営庭用者
. 運輸労働者
.家族従業者

A白抜きは夕張市外l
lでの就業を示す。/
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第 2項 夕張来住居の諸特徴(I ) 

平均年令49.5才のB1クツレ…プでは11人中7人が初職で家業(農漁業自営，都市零細自営)又は

父と間ーの職業lζ就くが，父と早くに死離別した 4人は，零細g営業・漁業の長男であっても家業に

は従事せず，続威やfまの知人のって等で町工場の見辞職人や工場労働者(養成工・単純作業工)とな

っている(表6-5)。初車場以後の織歴移動は表6-6にみるどとくであるが，

を戦争で失なっているととが特徴的である。

までの生業の場

結婚前に Bt土鉱員となった者は 7人おり，そのさいAグループとは異なってB社の系列企業や下

請総夫を経験していず，直ちに本鑑(本鑑札所有者=iE式登録鉱員)となっている。

炭鉱入職前tζ結絡していた 4ケースは満州・樺太からの51錫者2名と戦後すぐに8主主系列会主主又は欽工所

工員として来往した者で，前者は組夫を経験していない。

表 6-5 8 1グループの出腐と初職

、、ト¥農家 漁業 家自族営従業業者 産自量 営用 業者 私鉄労働者 他産業族従業者 労働者

長男 ⑬⑧  ③. 

父詰農漁業
⑬.⑦ 二男以下

営
長男 ②.⑭. 

父
主 二男以下 ⑧ 

。人一一私労働鉄者 長男 ⑨ 

父開襲警 察 ニ男以下 ⑬・

計 4 1 2 2 

-印は父が幼少時lζ死亡又は蒸発したもの。

表 6-6 81グループの結婚前の職業移動

結婿郊の

初職 ケース 昭5-14 昭15-20， 8 昭20，9-24 昭25-29 照30-34 昭35-39 1Ill40-44 
転撤回数

⑫ 。→脅→※→脅図 l 
農漁業

⑬ 。→ 器量 !dl → 後→欄→貴
家族

⑦ 。 →⑧→*殴 2 
従業者

@ O →※→*  8 

自営業

家族 @ O →‘  ‘l8J→a→品→* 2 

従業者

自営業 ⑥ d →@→※  →濁→図 →...→晶叫畠→* 2 

麗用者 ⑬ → 電話 →O→*図 3 

工場 ② @ →※*!dl* 

労働者 @ @→?→肯 主主 2 

連申富
⑨ o -0※→ 0*悶 2 

労働者

嘗察 ⑫ 層量 - .~量 → * Eヨ 3 
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警 察 計

3 

2 

2 

l 

⑫ 2 

11 

図結婚

*本鑑

A 組夫・B社麗局者
V 土爆労働者

‘ 自営襲用者
. 連絡労働者

争農漁業家従

. 自営業家従

@ 工場労働者

※ 兵役又i主将留

磁志麟兵及び審察

白抜きはタ強市外¥

での就業を示す / 



炭鉱労働者の生活史分析に衡する一考察

B 1クツレープの人々が夕張lζ来往した鰐和24年までの時期は，石炭大増産郊であり「炭鉱の景気

は良かったj し， r夕張の炭鉱が一番大々的に募集していたJので，おば・兄・父の妹の夫といった
親族のパーソナル・コミュニケーションとともに，前職の同僚の父・会社の募集・鉱員養成所の募集

と， Aグループの人々よりも多様なコミュニケーション・ネットワークを過して，炭鉱へと集まって

来た。しかもそのさい，表 6-7にみるどとく家族扶養義務のある者とそうでない者とでは来

伎手づるに羨があり，前者は親族と戦友などの親しい友人，後者は会社の募集に応じる乙とが主であ

るo そして前者のすべてが兵役や抑留などの戦争直接体験者である ζ とは， B 1グループの特徴を端

的に示すζれらの人々の生治が，敗戦によってドラスチックに変容した ζとを物語っている。

表6-7 81グループのA市来往時の理由と手づる

親族のネット

家族扶獲のため炭鉱(又は夕張)へ来た者
⑬・@・

φ'W・

自己の就業の場をうるために炭鉱(夕張)へ来た者 ⑪・劉

計 6 

く〉は結婚後夕張へ来た者，口は夕張で結婚後炭鉱へ入った者0
.印は戦争の護接的体験者である乙とを示す。

第 3項夕張来住層の諸特徴[豆〕

友人のネット 募 築 計

⑨・ φ・ 6 

⑫⑬⑦  
5 

2 3 11 

Aグループと閉じく年令の若いB2グループ(平均年令41.8才)は 農家の二男以上の者で l名

を除き初職は農業際係である(表 6 8)。

6ケース中，農家々族従業者2名，農家手伝2名，養蜂業l名。手づるは父又は親族である。初験で横須賀

海軍工廠養成工となった者は姉の夫のってによる。

表 6-8 82グループの出自と初職

父

備 考

61⑧は幼少持より他家iζて養育された
6 I⑬は新制中卒時lζ父死亡

ζれらB2グループの人々は親扶養義務はなく，初職以後にも多様な職業体験を有しているが，タ

猿での炭鉱入織を契機lζ定住し，結婚がそれを補強した。総夫時代iζ結精した 2名を含み結婚はすべ

て炭鉱入職後であるが，昭和30年前後の来伎であり，いきなり 8社平和鉱の本銀という者はし、ないの

2名はB村:の角田砿又は真谷地拡からの配転，他の 4名は北東T総の組夫を経験している (Aクツレープ

の総夫経験は北新総ではなく， B宇土直属の組)。しかも組夫期間はA夕、、ループの半年-4年lζ比べ，

4年-9年と長い(表6-9)。

ζ のようにみてくるならば， Aクツレープの人々にとって本鍛は夕張での一応の生活の安定を意味

し， B 1クツレープにとっては家族の扶養や食糧・役宅の保樟が得られ， B 2グループにとっても定住

iζ値するものであった。しかし乙のととをもって炭鉱は快適な職場であるといおうとしているのでは
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教育学部紀婆第27号

ない。それは絶えず「重大災害Jと隣り合わせているのであり，そのうえ資本家的「合理化」は労働

者の生活の論理とは異なる次元から発想、されている ζ とはいうまでもないのしかし労働者にとって職

場はまず第ーに生業の場としてあり， ζの点で本鍛とくに坑内員は危険と隣り合わせながらも，生活

の一応の安定を保障するものであった。そして大半の者が本鑑となってから紙婚しているというとこ

ろに，鉱員腐の生活史の一特徴がある。しかも本鑑となってからの勝業移動は閉山以外にはない。

表 6-9 臼2グループの結婚前の職業移動

ケース 結婚前

初職 昨夜15-20. 8 昭20.9-24紹25-29昭30-34昭35-391ll340-44 の転職

番号 間数

農業
⑫ O → 00*笥 3 

家族
⑧ 。マA →安図 3 

従業者

農家 ⑧ φ て7 →マママVザムA宮崎図 8 

手伝 ⑬ φ →.....図 → 公 → 宮崎 4 

養蜂業 ⑥ -養蜂業者として全閣を転身とする→....国 →*  1 

主夜 事
⑬ $ 一今O →⑧*  →曲r0 4 

工廠

図結婚

*本鐙

A 組夫

. 農業家従

. 農家手伝

‘ 怠営業麗用者
v 土建労働者

話題答察予備隊

愈工場労働者
メ白抜きは夕張市外ヘ
、ての就業をえ示すノ

第2節奏の出身階盾とその生活史

次iζ委の生活史を簡単にみよう。表6-lOICよれば，夕張で成育した者が半数以上で，炭鉱労働

者家族出身者が約半数となる。夫の出gとの関連では，夫Aグループではlケースを除き委の出自も

炭鉱労働者であり，夫B2グループでは東北の農家出身者の委は炭鉱労働者家族か炭鉱関連の自営業

家族出身者であるが，道内農家出身者の委は罰じくよ華内農家出身者である。とのようKA-B2グル

ープとも， ζζでは学歴書・成育環境その他の詳細をはぷかざるをえないが，夫と妻の生活史には類似

点が多い ζとを指摘できるo

ζの点はB1グループの夫と萎にもいえるが， B 1グループの場合，委が結婚によってはじめて

夕張に来往したケースが11人中 9人いる ζ とが，より特徴的である。つまり夫・委とも炭鉱社会の生

活償行iとよく慣れないうちに，その家庭生活を出発(又は再出発〉させた人達が多い。しかし問時に

表6-11にみるごとく B1グループの妻たちは，結始前lζ 自主主外の職場で継続的lζ就業している。 ζ

れに対し夕張で成育した委は洋和裁・編物・理美容等の手職は身につけているが，そしてζUノ手識は

内
〆

ω

門

i



炭鉱労働者の生活史分析に関する一考察

決して単なる花嫁修業的な意味あいのみをもつものではないが，自宅外の職場体験を有する者は極め

て少ない。

表6-10 妻のI:fj蔚と夫の出自との関係

やご
妻 の 出 自 夫

夕張 道 内 樽 太 東 it 甲信毒事 東 海

筏父労炭鉱者働 炭鉱 炭
炭鉱

鴎 E量 漁 自 神 他 他 E襲 農 不
の

営 校 疲労 産労

苦E 品者品 鉱開連 労働者 業 宮 業働 業働

鉄 業 業 主 司 者 者 業 業 明 計

炭視父鉱・労父鋤と者も @ @ 2 

夕張 炭鉱労働者
ゆ制官)¥@

7 I 12 

零細自営業主 @ 3 

炭鉱労働者 A 1 
夫

私鉄労働者 図 I 
道内

4量は段農 業 阪 隠 5 
の 10 

漁 業 lID 1 

零細自営業主 図 1 
出
笹察官 関 1 

漁 業 釘 1 
自樺太 2 

零細自営業主 ② 1 

燈 業 φφ命 A 秒 5 

車jt 零細畠営襲主 立主 l 7 

書察官 鴎 I 

l 13 3 1 1 3 l 2 1 1 1 l 1 
重E の ま十 31 

17 10 4 

O工夫Aグループ，口 z 夫81グル…プ.O~夫82 グループ，ムz夫そ由他

表6-11 結婚前の棄の主な職業

⑩⑧⑤⑫⑮⑬⑧⑫  洋・和裁の勉強，一部内務
〔心@ ぬい子勤務
⑮⑧  美容師又は美容学校

姿A! ⑧ 洋裁学校→神奈川で工員→家事

⑨ 洋裁学校→床箆
④⑬  伎込女中
⑨ 炭鉱の配給所

安その他 ⑧ 炭鉱の配給所

⑧⑥⑫  農業家従
⑮ 旅館従業員(炭鉱地帯)

善寺=B2' ⑧ 住込k中
⑫ 保健婦〈炭鉱〉

⑧ 自営業家従

⑬ 呉服底今員

③ 帝織→国鉄小荷物係→rtli応々員

委なおB1' ② 三井生命契約係→図鉄出本L係→木工場帳簿係、
⑬ 芸者→軍令部洗濯係→B~土化成工業所下請級
⑫ 小学校教員(十勝)

⑦ 農業家従
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第3節 家族生活史の類型における諮問題

第 1項家族生活の類型

以上，鉱員爆の夕張定着時J，}JJ.lIJの三三グループの特徴をみてきたが，次にそれと出自家族又は再生

産家族との関係で炭鉱入職理由をみてみよう。表 6-121ζよれば， Aグループの人々は出自家族扶

養のため炭鉱に入織した者が三分のニを占め B2グループの人々は全員が自己の生業を求めて他地

域より夕張へと来往してきた。乙の人々とAグループの夕張で自己生業を求めた人々とはその意味あ

いが明らかに異なっている。これに対しB1クツレープの人々は出自家族扶養・再生産家族扶養・自己

主主業追求iζ三分される。

他方，夕張における戦後炭鉱史(及び炭鉱労働運動史)は， (イ)炭鉱層家管現下の傾斜生産方式を

へて27年の63ストに至る時期(ロ)28年の平和鉱などの人員整理から35-36年の三山分離に至る炭鉱合

理化胎動の時期， (ノサ政転斗争の中でB社新夕張鉱閉山一大半は平和砿lζ移る一等をかわきりに夕張で

の関山型合理化と生産過程の資本家的合潔化とが本絡的iζ展開する時期iζ区分しうる。そして偲々の

労働者の世帯形成は，客観的には ζれら炭鉱史(すなわち炭鉱労働運動史)の特定ι時点でなされた

ζ とはいうまでもない。

表 6-12 炭鉱入織の寝泊

一一一一一一~一一 A グノレ フ。 j B 1グル フ。 B 2グJレープ その他 計

出自家族扶養
⑧⑬⑧③⑧@  

炭 ⑨⑬③⑧  ⑨ 13 

鉱
⑬⑧  

入
再生産家族扶養

職
②⑧⑧  ⑩ 4 

理 ⑥⑫⑬⑧⑬  
fII 自己生業追求 ⑬④③①  ⑦⑬⑮⑫  14 

⑧ 

表 6-13 家族生活史の類型

七二
A グル プ グル プ B 2グJレ←プ その 4主

出 n ま拡投薬fI己~!: 1: il'i求 Illfl家紋狭義再生被家族扶養 n 業必求 o 追求 th [J~族歓餐 1'l 1 盆家I~扶釜

出荷IJ9，r-27，!

民総i時斡ドω傾斜~t-.pr ブJ ⑨⑫ 〈夏⑩ ⑦⑫⑬ 

s点i 制限併で2刊の63' @鴻b
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そζで，夕張への定着時期，炭鉱人職理由，炭鉱史との関連での枇得形成時期の三つをクロスす

ると，家族史の出発点及びその展開において差異を有する六類型をうる(表6-13) 0 第 Iのく直接

的戦争体験所有裂〉は炭鉱経験年数があまり長くないうちに結婚したB1グループの人達で， 3-4 

人の子供の養育及び老親の扶養を行なってきた。そのため夫は勤務時間以外にアルバイトをすると共

に，間接員から直接員へと職種を上昇させ，また委あるいは夫の父か母が外働きや焔作りをして生活

を支えてきた(表6ーは参照)。第Eのく求職一定着型〉はB2グループ及びB1グループの年令の

務い 2ケースで，委の養父母のいた l例を除き夫婦二人で結婚生活をはじめた。しかし炭鉱生活に入

って賠がない者が多く， r無一文から始めることの苦しさと楽しさJ (⑬の委)をほとんどが経験し
ている。夫はすべてが直接員となったが，委は一時的なアルバイト以外はしていない。

署長6-14

司、¥¥ 先の職業又は職種移動 夫のアルパイ卜 妻の就業 扶聾した家族

⑬ B社系列企業→本鑑 (fm般u) 畑仕事・軍手工場自営 畑仕事・軍手工場自営 子供4人

第 ③ " →総夫→本盟監(痕接員〉 ナシ 〔{妻夫の]母臼晶下日過議の・下土請方・擁徐婦など 夫の母 子供3人

⑦ 本鑑(出D→(護〉 不明 短期のパートをいくつも 子供4人

@ " ~・ " ナシ 日過の下働き 子供4人

⑨ "→  " B社系列企業の機械修懸等 建設作業総・平和紘資材系 夫弟の妹母 子供3人

類 ⑬ 本鑑(由自) ナシ 炭鉱の保健制 (不明) 子供なし

② 本簸(臣室) 出面作業・議負筏業 下議紐の坑内資材運搬員等 子供4人

費百 ⑫ " 炭住地築t士事など 湘仕事。[夫の父〕中小炭鉱鋒 夫弟妹の父8母人 子供4人

@ " ナシ [夫・妻の父母の審筒IC追われる〕 夫の母 子供2人

⑮ 鉄工所工芸à-総夫→本鑑 (r"~) →(癒) ナシ 建設作業婦など 子供 l人

第 ⑤ 組夫→本語監(悶)→(護〉 ナシ ヤクルト配達 子供2人

⑬ "→  " →"  ナシ 内磯(和洋裁) 子供2人
証

@ 組夫→本書監(晃司) " (コイノレ巻告) 子供2人ナシ

類
@ 本鑑(間〉→(il'i:) 線路工事など ナシ〔病弱〕 子供2人

@ 本態(臣室) ナシ 妻の実家の農家手伝い 子供 l人

製 ⑮ " ナシ 亙のみのパート 子供2人

⑬ Fノ ナシ 内職(→編物教室〉 妻の聾父母子供2人

⑤ 自営業雇用者→本鑑(間) ナシ 内職(洋裁・編物) 夫自聾母 子供2人

第 ④ 中小炭鉱→組夫→本鑑(白書) ナシ クリ…ニングの集配 子供2人

皿 ⑬ 本鑑(丹羽〕 ナシ ナシ〔病弱〕 子供2人

類 ⑧ 本銀(筒)→(蔵〉 ナシ 内職(和裁) 夫の母 子供2人

型 @ 本簸(主主) ナシ ナシ[子供ポワォ1 先の尚親 子供2人

@ " ナシ 保険外交員(短期間) 夫の婦親 子供3人

⑮ 本鑑 (IHJ) ナシ 美容邸 子供なし

第 (j) 〆J ナシ ナシ[乳幼児島り} 子供2人

IV @ 本鑑〈悶〉→(痘) ナシ 内職{アイススティック〕 子供2人

類 ⑮ "→"  議員賎業 ナシ〔乳幼児島り] 子供 I人

型 ⑤ 本鑑(鹿) ナシ 理髪締(出産前) 子供2人

@ 本簸(臨)→〈閥〉 ナシ ナシ〔乳幼児あ'J) 子供2人

V @ 中小炭鉱→本娠(f詩) ナシ 生協のアルパイト 夫の弟妹 子供2人

~竺 トラック運転手→本鑑(閉〉 ナシ デパートの皿洗い等のパート 子供2人
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第却のく家族扶養一継続定着型〉はAグループの比較的年令の高い人達で，結婚前か結婚後lζ親

(又は弟妹)の扶養をしている。そしてこの人々の多くは夫方か委方かの父又は兄弟を炭鉱事故で亡くして

いる。姑や小姑がいた乙とで委は苦労したが，他面様々な援助もうけてきた。夫の職種上昇がないか

わり，妻は病弱者や子供がポワオの者以外は何らかの内職やアルバイトをしている。第Wのく純粋夕

張若苦手ニ代目裂〉は夫・妻ともに夕張の炭鉱労働者の子女で，間親とも健在で働いている者が多く，

親族のネットはそれだけに禰密である。委の就業は未だ子供が小3いため少なく，夫は織積上昇をし

ている者とそうでない者とに分かれるが，@の如く「合王室化jの進展の中で夫婦で相談して職種を下

降させたケースのある ζ とが特徴的である(@も申し出たが身体がいいというので却下された)。

第2項 子供への期待と転織・定住志向

ζのように各類型どとにその生活の社会的再生産の構造に若干の差異があるが，それでは子供にし、か

なる職業期待をよせているのか。すでに自立

した子供がいるのは第 I類型のみだが，その 袋 6-15 I類型の子供の家主業先

子供の就業先をみると(表 6-15)，男子は長

男を含め首都闘ないし札幌市へ他出し，炭鉱

に就業した者は一人もいなし、。(女子のみに

夕張でB社事務長等で残留した者がいる)。ま

た，第宜 -IV類型の未だ高校生以下である子

供への就業期待においても，炭鉱就業希望を

表明している親はいない(表6-16)。これら

のζ とは，現実の労働生活における資本家的

会主要化に伴なう労働強化一災害続出iζ対する

現実的不安と，国のエネ Jレギ一政策不在lζ由

来する炭鉱の将来性への危機!誌にもとづいて

いるもので，それは家族生活史のどの類型に

おいても共通に刻印されている。

しかし，平和砿閉山を目前にしての本人

たちの転職及び、夕張への定住志向になると，

デパート底員〈臨時)

タ 張
アノレパイ ト仕事
B 宇土 事 務 員
病 院 事 務 員

建設会社営業部員

札 !燥
自動車会社技術員
食品会社級発部長
看 護 a議

大企業工場労働者

首都圏 運輸会社運転手
ボーイ
看護婦

奈川 事務長
1自 ，怠 不 明

大学・高等在学中

計

( )は長男の内数
子供への期待とは異なった複雑な様相があら

男 女 計

1(1) 
1 6 
3 
1 

1(1) 
1 

4 
1(1) 

l 

3(2) 
1(1) 
l 

9 

1 
2 

2 2 

14(61 7 21 

われる(表6-17)。平均年令50・6才の第 1類型では 9 署長 6-16 班-VI類型の子供への就業期待

人中 6人までが定年までの継続就業を考えている。しかし

夕張市への定住志向を有しているのは3人のみで，多くは

札幌への転出を考えている。敗戦を契機に夕張に定住して

以来20数年たつのであるが，それでもなお ζの人々は夕張

市外への転出を望み，夕張定住を強く表明しているのは娘

が夕張に就業している①⑧のみである。そして転職にさい

しては炭鉱で習得した技術はほとんど、生かしえず，単純労

働を志向するのである。第E類型は平均年令42・4:::tで 9

人中 7人が子供の養育を理由に炭鉱への継続就業を志向し

男 子

公 務 長
サラリーマン
技 術 者
本人の自由
炭鉱以外のととろ
米 定

計

4 

4 
2 
6 
3 

20 

女ー 子

看護婦 5 
薬剤師 1 
保 母 1 
教 員
タイピスト 1 
本人の自由 4 
米 定 8 

計 21 

ているが，子供が一人前になったら転職することを考え，夕張定住を志向しているのは姉，おじのい
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表 6-17 平和砿関山を呂前にしての転職及び夕張定住志向

類型 ケース 験者重 年令 転 織 怠 向 定 住 志 !匂

⑬ 工作 52 定年までいる(あと 3年) 札幌(定年後，子供がいる)
② 採炭 49 土建・大工(磯首11.閉山が近いという 夕張〈長く往んでいるし，娘もいる)

第 事実が自の約にある)
⑫ 採炭 50 定年になったら考える(あと 5年) いまはふれたくない，子供は札幌にいる
@ 採炭 50 大工(職事IL年だし坑内作業は無獲〉 札幌(子供の教育.営繕総合で仕事をも

らう〉
⑥ 採炭 51 定年まで Fかい殺しJ.(年令の上で再就 対人関係や償れた仕事という点では夕張

職はむずかしい) にいたいがわからない
聖書 ⑥ 支柱 50 議装〈職君11。坑内はいやだ。明るいと ζ 夕張(大都会iζ住みたくない，娘2人も

ろで働きたい〉 タ強f[いる}
⑦ 支柱 47 新鉱へ行く〈子供が小さし、から〉 とりあえずタ強(札機に宅地を買ってあ

る)
型 ⑫ 軽量械 M 来年の定年まで〈札続ICアパートそたて 札幌〈子供いない)

ている〉
⑧ 採炭 43 あと 4-5年いる〈子供の高卒まで〉 夕張にはいい識がないので〈子供の高卒

後IC他出する〉

⑧ 採炭 43 建築関係(職部へ行った方がいいかなと タ猿iまあまりいたくない(もう少し大き
も考えている) い都市)

第 ⑧ 採炭 43 あと10年頑張る (3年院に新a鉄名吉選 いまは考えていないが将来は札幌(宅地
きまったが，子供反対) あり)

@ 採炭 43 定年までいる(長女の大学進学のため) 長女(1人予〉次第
自 ⑧ 支柱 42 新鉱へ行く(子供の卒業まではいたい) 定住したいとは患わない
⑬ 婿進 38 鉄工所・長距離運送・土方(子供が大き タ猿〈できれば)

くなったら)
類 ⑥ 採炭 43 考えてはいるが見通したたず，年をとっ タ強(どζでも悶じ)

てしまった
⑧ 支柱 43 定年までいる できたら海岸IC伎みたい(魚が好き)

主主 ⑧ 傭員 36 新鉱IC一応行く，いいと乙ろあったらや 夕張〈いい識あれば)
めたい .... 

⑧ 機械 46 ずっと炭鉱にいる〈今持っている技術に 夕張(剥L媛などわずらわしい)
第 誇りがある)
⑧ 採炭 40 機械組立(新しい職場がきまっている〉 夕張ではどうにもならない(旭)11)

問 ⑧ 銀炭 43 まだわからないが.物を背負うような仕 タ強(年令不問の仕事があれば〉
毒事

類 ③ 運搬 39 ブノレトーザー・板金・溶接などの織械技 他の地〈子供の将来のため)
術(関山が予想、される)

重2 ⑤ 運搬 48 新鉱IC移りたいが，坑内条件が気になる 札線(委の親族がいる〉
⑧ 採炭 40 大工(体力の乙とを考える) いい仕事があったら夕張

⑧ 織械 36 溶接(炭鉱の将来を考える〉 夕張iζ企業が来たら住んでよい
⑧ 灘級 34 自分IC適した仕事(まだ考えていないが) 夕張にいる

第 @ 採炭 32 職富iI(公務員のような安定した仕事につ よい仕事・安定した仕事があれば
きたい) 夕張にいたい，家もたてたい

W ⑧ 採炭 30 施線工(駒山にな勺ていし吋士事があれば〉 夕張(親戚が多い，安定した生活ができ
ればいる)

類 ① ヱ作 33 新鉱(石炭産業はζれから良くなるが. タ援〈親と一絡に住みたい)
そのうち地上の楽な仕事に)

型 ③ 採炭 27 閉山までいる，閉山がきまったら大型葱 タ猿(生れ育ったと ζろ)
免許を使う

V 
⑧ 機械 46 炭鉱にいる〈子供が成長して一人立ちす 定住したいとは息わない

るまで〉

W 
⑧ 保安 27 跡取りなので故郷へ帰る 仙台へ織る (ζれ以上発麗しない田JICい

ても仕方がない)
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る⑬，兄2人が平和砿にいる⑧，そして炭鉱入職前lζ全罷を転々とした⑥の 3人のみである。

夕張で成育した第悶類型は平均年令では第 E類型と変わらない (43・7才)が，炭鉱継続就業を

志向しているのは 6人中 2人のみであり とく κ親または親戚中lζ炭鉱事故犠牲者を持つ⑧④⑤は夕

張市外への転出をも志向している。転織にたいしての職業希裂も炭鉱で習得した技術と何らかの関連

をみるとともできる。イ手方⑬のどとく自己の技術への誇りを持っている人もいる ζ とが特徴的である。

第W類型の夫・委とも夕張で成長した若い人たち(平均33・O才)はすべて夕張での定住を志向して

いる。しかし，①のどとく石炭産業の将来に明るい展望をもっている人も含め，炭鉱に継続的に就業

しつづけようと志、向している人はいなし、。そして転織にたいしては炭鉱のみでなくそれ以前lζ習得し

た技術を積極的K生かそうと考えている。

すなわち，第 i類型の〈直接的戦争体験所有型〉の人々Kとって夕張は，子供と親の扶主主のため

の生業の場としてのみあり一一そして第E類型のく求職一定着型〉がいま ζの過程を歩んでいる一ー

やがては「脱出Jしていく場所である。そしてその対極にあるのが第IV類型のく純粋夕張若手ニ代

目嬰〉の人々で，彼らは生活の場として夕張をとらえて，炭鉱以外の市内のれ、い職場jを求めてい

る。しかしその期待がみたされないとき，やがて第皿類型の〈家族扶養一ー継続定着型〉の人々のご

とく分化してゆくのであろう。

ζのように諸倒人の行為志向は，それを生活史と関連づけてとらえるならば，より一層深めると

どができる。しかし ζζ で注窓しなければならないζとは，私達が50年 6月に追跡調変をした結果，転

職志向をもちながら実際にそれを行為として実現させたのは旭川の木工場へ行った⑧と帰郷した⑩の

みで，定年後lζ湾採用された⑫を含め29ケースが新鉱へと移行している。つまり志向性はそれまでの

生活史の頂点、に立つての可能的方向性の自己指示なのであるが，それが現実性iζ転{とされるためには家族

の生活防衛一一発展との関連における，経済状況把擦の問題がある。すなわち閉山という資本の論理

Kもとづく生産力の破壊に対し，諸個人は労働力としては「反撰Jされるのであるが，開時iζ生きた

人間として彼は自己の肉体的なカ及び生活史を蕊!まにおいたコミュニケーション・ネットの様態iζ応

じて，転職及び定住への志向性をもっ。しかしかかる志向性への諸伽人の努力がすべてを決するので

はない。 ζのζ とは生活史分析が社会機構一一構造変動分析と紘一合されなくてはならない ζ とを物語

っているのである o

第 4節 炭鉱労働者本鑑(鉱員)層の生活史の典型事例ーケース⑨

最後lと本鐙(鉱員)J留に独自な直接的戦争体験所有裂のケースをみておこう。

大正12年，北海道穏)jIJ田7で邸主主。 52才。 6人兄弟の 1番目，長男。父は 300人規模の私鉄・北海道鉄道KK

lζ勤務した実践な人であったが，子供が多く大変だった。本人は穏日IJ田Iの小学校高等科を昭和13年lと卒業し，

すぐに父のってで父のつとめていた鉄道lζ臨時震で入った。その後賃金や身分の安定性ーのととを考え.15年iζ

応募して国鉄笛穂、工機部室蘭出張所へ入り，鉄道教留所iζi遭ったあと，客車修理の仕事をしたo しかし昭和同

年召集で中国各地を転戦し，敗戦lとより21年“8月まで中留に補E寄生活を送った o rソビエトに抑留された人与
に比べ好定量的な待遇であり，中国人IC再建のため中国lζ残るようにと勧誘されたが，日本の家族のζとを，患っ

て帰国した o B;2ドへ帰った特はct協で吹きとまれていた程の惨状ではないと患った。 Jそして本人にとって太

平洋戦争中の中関各地での転戦一様E寄生活ー復員は自己の生活史の転期であり，そ ζから「忍耐・倹約・将来

iζ備えるといった姿勢を獲得し.r何でもできるjという気携えができた oそれは自分の生活を支えたと思うJと
本人は諮る。

復員後，国鉄IC復職したが.22年lζ父が死亡したため，家族を養うためにはま量気のいい炭鉱へと考え，国
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鉄時代の同僚の父で平和紘lとつとめていた人の手づるで夕張に来往し，平和砿坑外資材主えとなった。至宝年，

本人20才，委18才で結婚。委の父はB社の夕張製作所工員で，委は結婚前，平和砿配給所iζつとめていた。結

婚後生活の苦しかったのはお年乙ろまでで，夫婦の年令が定ぎかった ζ と，本人の母，兄弟がいたとと，そして

24年に長男， 25年lζ長女， 28年iζ次男が生まれ，その上炭鉱に就職してaが浅く，坑外員であるため給料が安
かったからである o それで本人は24-25年頃は，炭鉱の勤務のほかにB:t土の化成工業所の機械修涯に従事した

り，炭伎の建築を請負ったりして休む間もなくびっしり働いたoそしてお年からは坑内に入り工作員となった。

他方，妻は長努が8カ月で生まれたり，長女の下のヲこが流産したり，また姿自身が慢性肝炎や心臓カッケで身

体の誠子が良くなかったので妊娠中絶をしたりで，とても働く条件はなかった。他方， ζの関本人は，少なくと

も昭和23年・ 25年lζ平和紘の労働組合の執行委員をしている。 r労働組合は弱い労働者の要求を実現する手段

としてあって然るべきものだと思うJと本人は誘っている。しかし， r25-26年のレッドパージで総合のカが
衰えJ，27主f-iC63ストがあったが，本人は一応参加しながらも実質的にはアノレバイトをずっとしていて， r周囲
から主主干の非難ぞうけたJ。組合が弱くなってくると皆の中にも「自分の生活は自分で守るJという考え方が
生まれてきたo

昭和31年，長女が小学校iC入学するが， ζの年本人は坑内支柱員となり収入が向上し，生活が安定した。

また委も子供の教予言を考え生協の臨特売子，パン工場常震として働き出した。しかし34年に本人は坑内で大き

な係我をし，重きは夫の看病のため織を失なった。 36年，長男は中学生となり，本人は採炭員へと職種を上昇さ

せ，蓄さもまた組合の紹介で建設会社の雑婦となるが， 38年lζ今度は委が脳内出邸で倒れたo それは軽かったの

で，委は翌年から同じ建設会社の磁時婦として働き出す。そして40年に長男が工業高校へ，翌年長女が東京の

看護学校へ入学し，委はそのため40年からB社化成工業所のまま材系として定職を得， 45年iζ平和炭鉱の資材係、

へうつったのちも48年まで働きつづけた。 ζの間， 43年iζ長男i立国鉄をうけるがうまくゆかず，神奈川県藤沢

市の運送会社lζ運転手として就職，長女もまた東京年金病院の看護婦となった。次男は44年lと中学卒業後，7!f
小牧高等工業専門学校iC入り，その後岡山大学の工学部iζ編入している。長努と長女は現在それぞ、れ結婚して

いる o 乙のように本人と委は子供を一人前にしてきたが，そのさい「学力よりも社会人として立派になるよう

教育やしつけをE重視j してきた。そして子供の成長と他出lとより生活は楽になったo ただ若子生活のはりを失

ったが，それよりも子供が自立した ζ とに喜びそ夫婦とも感じている。

本人は炭労の歴史を三三期にわけてとらえている。第一期は昭和33年の90臼ストの頃までで， ζの院の本人

の組合員史はすでにみた。第二期は昭和34年頃からの三井三池闘争，その後の政転鶴争の失敗が明らかになる

頃までで，多額のカンノヘ動員数策がとられたが，それは組合員の負担であった。 r政転闘争は結果的lζ大失
敗であり，一時愛任追求の動きも活発であった。 J第三期はそれ以降で，本人は38年に職場委員， 39-41年代

議員， 45-46年職場委員をしているが， r総合執行部選挙において，会社但IJの思惑をふまえた幹部が支配的と

なり，アイツがと思わせるような人物が執行委員になったりもした。会社倒uの裏工作が活発化し，それまでの

既得権(各種手当，襟準作業量)維持の街でも後退がみられた oJしかし本人は同時に次の ζ とも指摘するo
f組合が弱くなったのは事実だがそれがすべて惑い乙とだとはいえない。会社あってのわれわれだから，企業

との共存を考えて運動しなければならない。勿論，自分たち労働者は搾取されているのだから作業条件の改善

や権利を守る活動はしていくべきだ」とo ζζには駒山の労働者にとっての重大性が諮られている。

平和炭鉱の閉山を直前にした48年の段階で，本人は転職は考えていず定年まで今の仕事をつづけ，定年後

も再採用制度もあるので引き続き働くつもりでいる。生活の場所も「対人関係などで夕張にはいたが，息子や

娘が他出しているので，将来はそちらへ行くだろうj。委は現在は就業していない拭子供の教育費を得るため働

きたいとのべ，いましている習いものの技能を習得し，来年からでも縫製関係の常雇を希望している乙の

ケースの本人は，昭和50年lζ8社の新炭鉱へ移行している。〕

第 7章炭鉱労働者措級と三つの階層

炭鉱労働者階級の三つの階層，職員・本鍛・総夫腐は現夜の労働生活，資本にとっての地位=役

割構造においてのみではなく，そ ζlζ烹る過程，つまり「労働一生活史Jにおいて統IC大きな階層差

を十っている ζ とが，古ままでの分析で明らかとなった。しかも各階層はその内部に家族生活史の類裂

によって示されると乙ろの誇グループを構成部分として含んでいる。炭鉱労働者の生活交を家族主主活
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史と職業変遷から，いし、かえると出身階層一学療…職歴移動一結婚ー結婚後の織際移動と多就業機迭

といった，親から自立し新たな家族を形成一発展させてきた諸俄人の生活史という視点からみるとき，

勝負!習においてはとりわけ出身階層・学歴と企業による愛用の時期，組夫}爵は炭鉱入職へのプロセスと

入職潔白，本鋭層は夕張への来伎と結婚の時期が，それぞれの階府内での家族生活史の違いをもたら

すファクターとなっている。そしてζれらの各踏の家族生活史の類型は，父から子への世代関職歴移動及び、

石炭産業「合理化J過程との関連で位霞づける ζ とができ，そ ζから炭鉱労働者階級の三つの腐の家

族生活史の途開とさらなる差異の構造，すなわち炭鉱労働者階級の内部構造を家族生活史の角度から

射出する乙とができる。乙のととは諸個人の生活史が日本資本主義の発展と深くかかわっている ζ と

を;意味している。そして職員層と本鑑・組夫層との階層差l主主として出身階層一学歴によってもたら

され，本鑑!罰と総夫!習の差は炭鉱入織時及びその後の石炭産業「合燈化j過程lζ大きく規定されている。

しかし，自己の生活を生き抜いてきた諸1[1;1人の側から，彼の「生活史の転1tJjJをみると，各階~

・各家族類型どとにそれぞれの歩んで来た遂による差異を示しながらも，家族生活維持一発展という

根源的な価儀志向性が，それぞれの蒸底に存していた ζ とが明らかになるo ζの乙とは，家篠生活の

維持一発展が， f<'イホーム主義J又は「私生活主義Jとして片づける ζとのできない，そして賃金労

働者においてもたちきれていない穏族の鮮にもとづく，根源的な営みである乙とを示している。そ ζ

iζ階1欝差をζえた炭鉱労働者階級としての共通性がある@

以下の論述において，各階層どとの家族生活史の類型を世代間職歴移動・学歴・炭鉱「合理化J

過程との関係において佼霞づけ，炭鉱労働者階級の内部機迭を家族生活史の視点から総括する。

第 1節 出身階層と職歴移動における諸特質

第 l項世代間職業移動

炭鉱労働者の出身階層と職業移動との関係は，乙れを炭鉱入職前と入職後iζわけで考察する ζ と

ができ，前者においては父から子への散代関職業移動をみる乙とによって，その太いすじを把援する

表 7-1 世代間職業移動パターン

験 t電 層 本 鑑 !薗 総 夫 厳

父・炭鉱労働者 |箱詰自習 @@⑬@うゆ→本人・炭鉱労働者のみ ⑮⑧  

父・炭鉱労働者 l¥窃 g ⑬⑤⑨  
→本人・他慮業労働者をへて炭鉱へ

父・自営業主
問 ①④  

→本人・炭鉱労働者のみ

父・自営業主 IIf②⑥@⑬⑥  令{:H争→本人・他産業労働者をへて炭鉱へ ⑬@@@  

父・自営業主 l、と⑦@@ @ φ〈争令→本人・家族従業者をへて炭鉱へ

父・自営業主 Rねる勧→本人・他の自営業主をへて炭鉱へ

父・中小企業役員 。 φ 
→本人・炭鉱労働者のみ

父・大企業技術者
→本人・炭鉱労働者のみ

父・欝察官 @⑫  
→本人・軍事嘗察関係をへて炭鉱へ

父・他産量業労豊島者
lID →本人・炭鉱労鋤者のみ

父・他産業労働者 ⑨ 
→本人・他量産業労働者をへて炭鉱へ
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乙とができる。すなわち表 7-1 にみるごとく世代間職業移動には大きくいって 4つのパータンが

ある。⑨パターンは綾子ニ代にわたり炭鉱労働者であるもの，(j)ノfターンは父が農漁業又は都市零細自

営業主で，本人はその家族従業者になるか，又はそれになりえないで他産業に従事した後κ炭鉱入職し

たもの，@パターンは大学卒業後に炭鉱入識したもの，⑧パターンは本人の自営業倒産により炭鉱に

入験した者である。
階!穫どとのt世代間職業移動パターンを詳細にみれば以下の如である。職員扇においては，少なくとも親子
二代にわたり大手石炭企業であるB社に勤務した者(@パターン)が7割以上になる。そして却の父は自営業

主だったが，炭鉱の発破製造であり，国の父は夕張の国鉄職員で母が自営業主であった。従って父が炭鉱又は

炭鉱地域社会と関係がなかった者は，営林署号職員から中小企業役員となった樋の父，及び満鉄技術級長で昭和

28年に帰国し，苫小牧市の大企業技術者となった聞の父の 2ケースであり，四と闘は悶立大学工学部を卒業し

B社11:入社した(@パターン)。

しかし親子二代にわたり炭鉱労働に従事した@パターンは本鑑腐の3割以上を占めている。乙の点で本鑑

!醤と職員!麗は一部分重なりあっている。しかし本鑑(鉱員)I留においても父が他産業労働者という者は，道内

の中小私鉄労働者であった⑨の父以外にはない。激戦直後は別だが，現時点での本鐙!習の中には都市労働者家

族出身者が極めて少なくなっているととをうかがい知る ζ とができる。
職員j習において存在せず本鑑層の5割以上，総夫腐の6割以上を占めているのが@パターンである。本人が他

産業に従事してきた場合の就業内容では，組夫!習はおおかね土木・建設の純夫であるのに対し，本鑑!麗ではむし

ろ中小企業又は大企業の主主義的労働者としての生活経験のある者が中心となっているという違いがある。⑧パタ

ーンは組夫!麗Iζ独自なもので，本人が一度は父の自営業とは別の自営業主として事業を経営し，その失数により

炭鉱iζ八織した人達である。
ζ のように世代関職業移動の@パターンにおいて紛員層と本鍛層は震なりあい，③パターンにお

いて本錐腐と納夫閣は類似件をもっている。そして骨パターンは職員層のみで大卒者，③パターンは

総夫腐のみで自営業主経験者，という ζ とになる。しかし ζれに学歴をクロスさせてみると，表7-

2のごとく問じ⑫パターンであっても職員層は鉱員鰐よりも学際が高く，また鉱員1留と総夫!替ではど

のパターンにおいても義務制までが主である。

表 7-2 世代間職業移動と学屡との関係

、一¥新大卒 18工業苓 !日 中卒 新高卒 !日高小卒 新中卒 !日尋小卒
職 員 自 国[]] 翻随団富田 回国

α 
鉱 t量 ⑬⑤ ⑧ ⑧⑫⑬⑨ ⑧⑧⑬ 

β 織 員 悶~

鉱 員 @⑩ g8ggg⑥ ⑬ ⑫@  

r 

ゆ 舎や 4ゆ 。ゃ紛 失

占 総 失 lφ 。o 
〈往】Q及び等紳退，聞は係員養成所卒業。

第2項 炭鉱入綴後の階層移動

以上は炭鉱入職lζ至る過程をみたもので，炭鉱入職後の階層移動については表 7-3を用意した。

乙れによると，職員層の6割以上と組夫!替の半数が本銭を経験しており，また本鑑(鉱員)震の三分

の一以上が組夫を経験している。つまり職員爆には職員経験のみの者と鉱員から登用された者，本鑑

(鉱員)}露iζは本銀のみの者と組夫経験をもっている者，組夫層lζは一度は本鍛であった者とがおり
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本鎌}留をまん中において上に鉱員から織員になった者，さらに職員経験のみの者，下iζ本鑑を経て総

本になった者，さらに組夫経験のみの札と三層をひとまず関連づける ζとができる。

ζの炭鉱入織後の階間移動と学歴及び世代関職業移動ノfターンとをつなげて考察してみると，炭

鉱の産業下士宮としての地位 z 役割構造下lとある痘傭職員屈は，父が炭鉱職員であった者か中小企業

主等で，本人も大学もしくは!日制工業学校を卒業している。 ζれに対し愛用職員約は 9人中 7人が炭

鉱々員家族出身で，かっ中等教育又は係員益成所を終えている。そして彼らは白からの炭鉱社会経験

及び本鑑としての労働体験を生産現場での作業管理や地上での労務管理に生かしうる京場にいる。そ

してとくに労務職員の場合，箆{鴎・愛用を間わず全員が炭鉱労働者の二代目もしくは三代白である ζ

とは炭鉱における労務管潔方式のー特質を示すものといえる。

表 7-3 炭鉱入職後の階層移動と学歴

て-----------¥¥新制大卒 l自制工業卒 113帯l中学卒 新申j高校卒 l日高小卒 新帝j中学卒 i日尋小卒 計

職験員のみ [iJi}]ii] 区日 5 
員事務鉱員→識員 区日 31 14 
!画 本鑑→織主主 回 日現B 凹・問・ 6 

事務員→本鑑 ⑮ l 

本本鍛由み α ⑤@  ⑮②⑮⑦ゆ⑥@⑬⑬ ③ ⑬@@  16 
鑑臨特・雑役→本鑑 ⑮ @ 2 
膳組夫→本鑑 ①⑬@  ⑤⑧⑧⑮ @@@ 1-0 I 31 
中小炭鉱→本鑑 @ 1 
本鑑・・・→中小炭鉱→組夫→本書監 ④ l 

職員…→本語草→組夫 4手 1 
総本鑑・→組夫 o 
夫中小炭鉱咋本鑑→組夫 ぐ争 4争 2 1 11 
月面 総夫→本鑑→組夫

φo 〈争
1 

組夫のみ φ <!> <i>③ 6 

(注)crr 回・は係員養成所卒業。@~~ は中退。

ζれに対し鉱員!習は本鑑のみの経験の者と級犬から本銀になった者とが中心であり，前者は農漁

業・都市零細自営の家族従業者から入職した者，イ通産業の緩用者を絞験した者，及び炭鉱労働者の一

代目の者とからなり， f;走者は炭鉱労働のみの者と他産業での労働を経験した者とからなっており，後

者のほとんどは本銀になってからも職穣上昇を行なっている。またほとんどが自営業層出身である総

夫隠は一度は本鍛になっている者と総を転々とした者に二分されるが，前者はヱド鑑を開lUその他で失

った者であり，後者は比較的年令が若く「人員の弾力的運照Jの苅象として験場・地主主を転々としてい

る。

ま且夫!替の本鑑緩験者のうち酪 (47才) ・由 (41才)は駒山iとより，由 (56才)は定年， 00(38才)は災答予知，

回は自営業主iとなるため，本鏡ではなくなったのであり，その潔83'ま多様である。乙れに対し総夫のみの者は

回 (51才)を除き，他の 5人は40才か41才である。

しかし鉱員層及び納夫f習において，炭鉱入職後の階鼠移動はそ・の出身階層・学歴及び炭鉱入職前の職

歴移動とは関連していない ζとが特徴的である。 ζの点で私達は，北海道とりわけ夕張における B社

を中心とした「合理化j過程との関連をみる必要がある。
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第 2節 炭鉱 f合獲化jと家族生活史の側面からみた炭鉱労働者階級

第 1項 炭鉱「合理化j段階と炭鉱入軍事後の措鰐移動

既l乙第 1主主でみたどとく，夕張地域における石炭産業「合理化j過程の懐jWJは，第 I見f]の戦前2

第1IWJの昭和20年から27年に玉三る所講石炭好景気の持取 第頂期の28年から36年に奈る競合エネノレギ

ーとの対抗のため企業内でぜい肉をとりはらっていく時錫，第N期の国家独占資本主義主導下iζ 賭 LU型

「合理化Jと企業内機械化「合理化j とが問時展開した時期に区分しうるが 3 それは当然にも労働力

雇用対策上での違いをもたらしている。

そζで表 7-4の縦横をみると r合理化J開始以前の第ヨ販に入職した者で， I日制工業卒の職

傭者 1名を除く他の15名はすべて本鑑として入織しており また乙の時期iζ戦前入職者が職員に

登用されている「第頂期の「会主型化j開始期では大卒者を除いた16人中14人までが組夫として入職し

ており r合玉県ー化Jが過度iζ進展した第N期においては戦後入職の畳間職員があらわれ，鉱員・組夫
7人中 5人までが本鑑として入職するか，本鑑を経験するかしているO ζのように炭鉱入職時の階層

また入織後の階層移動は資本の労働力雇用対策と密接な関係にあるととがわかる。

表 7-4 三層の入職時点別にみた家族史生活の裂と世代開戦腫移動パターン

て¥¥¥第 期 第 H 期 第 m 期 官有 N 期
計

(戦 前) (開20，8-27) ( !lln8-36 ) (紹:17-48) 

大学一底備型 @@  @ 3 
職 !日工卒一盛傭型 @ @ 2 
員
戦前入級一設用忍! @@  C@'@) 2 10 

!蕩
戦後入毅一登用毅 @@@@@ @@@@@ 5 
家族扶養継続定務型 @@@  

@ ¢4646d 
4 

本 純粋若手 2代目型 @ 5 

鑑 閉山一来住主主 @ l 25 

!欝 戦争直接体験所有型 dう rvo伝うorvrv 7 
I I ， I I I I 

求 職一定着型 @ @吃xvo②(j;{i 8 
一時的往来型 ζ亘 l 

組 家業不振一入職家j ∞λ oo ② 4 
夫 家庭不利一入職型 の ②× 2 10 
!習
事業経営失敗一入綴型 @ @お@ 4 

(注) 職員隠登用型のd印は糊登用時を，鉱員麗の命〕は炭鉱入職時は献であった ζと色紙夫
!溺のくう印は，炭鉱入職時K本鑑であった ζとを示す。

第2項 世代間職業移動及び炭鉱「合理化Jとの関連における家族生活史の類裂

ζのようにみてくるならば，職員爆の内部区分は主iζ学歴一登用時期により，本鑑!欝と組夫層は

夕張への来往一炭鉱入職の時期によって異なっており，かかる区分の背後iζ世代間職業移動ノfターン

のちがいがある O

さて，そ ζで償代間職業移動・学歴・炭鉱「合理化j過程との関速において家族生活史の類裂を

とらえてみよう(表7-4参娘).まず大卒底僚裂は第m-第NI認に入職するが，入職時のみならず
その後の地位に大学卒という学歴が大きく作用しており，同期入社の大卒者が離職していく中で、何

度か屑たたきや転職lζ直面しながらも炭鉱にふみとどまり 急速に職階上昇を行なっている。旧制工

業卒一直傭裂は世代間職業移動ノfターンでは登用裂や本銭(鉱員)層の一部と類似するとはいえ，後らの父
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は職員の係長クラスで，彼ら自身も大卒者に次ぐ学歴を有しており，いわば準エリートである。

同じく⑨パターンの戦前入車築費用型は出自家族扶養のため戦前段階で鉱員として炭鉱に入り，その後

チャンスを得て係員養成所等に入り，敗戦霞後iζ霊堂用職員としての生活を歩みだした人々で，戦後も出

自家族扶養を行なってきた。 ζれに対し戦後入職登用裂は昭和27年までの高校進学率が未だそれほど高く

ない時期に新制高校を卒業しえた桝，主iζ経済的王室由で大学へは進学しえなかった。 ζの型と極めて類似

するのが本鍛(鉱員)層の家族扶養継続定着型である。両者の差異は前者が高卒後ただちに鉱員となって

いるのに対し，後者の学震はほとんど義務制までで，本鑑となる以前Iζ他産業に従事しているζと，多くは

出自家族扶養義務をも持っていたことである (ζ のζ とは労働組合への期待とも関連する)。そして

f登用は会社の主基準でJ行なわれ そのさいすぐれて労務対策との関係における労働者の資質・経歴

の評価がなされるのである O ζの点では，同じく@ノfターンでその半数が新制高校を卒業していて，

炭鉱入識の時点が「合疎化j進行の時期とぶつかったため総夫経験を有している純粋夕張若手ニ代思

裂が，労働組合の一員として生きるか，登用されて職員となるか，あるいは離職してしまうかは今後

の問題である。

本人の代に炭鉱労働者となった@ノfターンの本鑑(鉱員)溺において，戦争夜接体験所有型は家族扶

養のため，求職定着裂は自己生業追求のため来住したのであるが， r合理イ七jの展開過程における雇用対
策との関係で，前者はいきなり本鑑1<:，後者は組夫から本鑑iζ上昇した。学震はともに義務制までで

前者は委も夕張に親族のネットをもっていず，老綴や子供の扶養のため夫婦して稼いできたが，後者

の妻(その半数は夕張出身)は外働きをしていない。しかし両者とも夫の夕張への定住志向は弱い。

組夫腐の家業不振入職裂は乙の鉱員腐の求職定着型及び戦争直接体験所有裂と関連していて，長

い間農漁業家族従事者であったものが，その不振から他産業をへないで炭鉱に入職した点で異なって

いる。縁故がなかったりして本鑑になりえなかったが，とくに北新組平和砿の組夫となって生活の安

定をえた。また，第 I期iζ本鑑となった者 (φ〉は定年退職後に組夫となっているので，鉱員の戦争

直接体験所有裂の退職後の一つの方向を暗示している。 ζれに対し家庭不和入職型は②パターンでは

あるが，かかる家族生活史の型に対応するものは本鑑(鉱員)層にはみられない。しかし，結婚が転々とした

生活に街どめをかけたという限りでは鉱員の求職定着裂と問ーである。そして特に第W期に入職した

@パターンの事業経営失敗入機裂は，その事業経営lζ対するアンビヴァラントな自己評価においても

また金とりを端的に志向している点においても，純夫!爵iζ独自なものである。

第3項 家族生活史からみた炭鉱労働者階級の内部構造

ζのようにみてくるならば，家族生活史の視点よりみた炭鉱労働者階級内の三爆の階層羨と滋!欝

的連関の構造は図7-1のどとく罰示する ζ とができる。すなわち，職員腐の複傭裂とくに大卒底傭

職員は他層と連関しない技術的・管理的エリートとしての性格を端的に示し，乙の対極にある組夫!弱

め家庭不和入職型ととに事業失敗入職裂は金取り一旗組としての組夫の性格を典型的iζ示している。 ζ の

両極間iζ登用型車業員・本鑑腐の家族扶養継続定着型・純粋夕張ニ代自愛(以上@バターン)，そして直接

的戦争体験所有型・求職定着型・組夫層の家業不振入職型(以上@ノザーン)が位歯しており，乙れらの

人々の炭鉱入職ー継続就業は出自家族扶養義務又は自己主主業追求，及び再生産張家族扶養という家族生

活の維持・発援をその動盟としているものである。そして在意すべきζとは職員層の登用型と本鑑(鉱員)

層の家族扶養継続定着型・純粋夕張若手ニ代自裂との差異 また本鑑(鉱員)溺の直接的戦争体験所有

型・求職定着型と組夫盾の家業不振入職型との差異は，企業の労務対策・雇用対策にその最大の要菌が

あるととである。 ζのととは，鐘労働者の生活史が日本資本主義の発援過程一エネルギー産業の動態と密
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筏不可分な関係、にある ζとを示している。 ζ の図 7-1 ，ζ示された家族主主活史の類型からみた炭鉱労
働者階級の内部矯迭は，かかる関係の中で形成

習得の差，そしてとりわけ炭鉱「合理HtJ段階

されてきたものであり，出身階層・学歴・技術 図 7-1 家族生活史からみた職員・本鑑・組夫の
最異と連関の構造
職員!溺lζ独自な裂

ものであるc

しかし，乙こで以下の三つの ζ とを指摘し 職員層

ておかねばならなし、。第一は，家族生活史の類

型はB本資本主義発展の犠造的側面との関係に

おいて9 先のごとくその構造連関を図示しうる

が，その ζ とは決してそれぞれの類型内諸個人

の価値志向の上下関係を意味しているものでは 本鑑属

ないという ζ とである。すなわち家族生活史の

類型は尽本資本主義経済機構一社会機構の発展

のもとで，諸個人が展開してきた家族主主活防衛

維持・発展の結果として形成されたものだが 級夫副 f家庭不和一入職摂

との関係における階層的連関と階層差とそ示す t世代間職業移動
ノマターン

. . .(3 

---α 

大卒一夜傭裂

¥1日工校卒-il霊傭裂

¥戦前入職ー登用型
戦後入職ー登用裂

s 家族扶養継続定着塑

¥純粋夕張若手二代自塑'
r 

戦争底抜体験所有型
求職一定着型

1-_1_ _・- -

かかる営為の中で諸個人自身は「彼自身の生成

一発展，そうして消滅せざるを得ない人生の中

での生活史の文脈をとおして累重的に培ったそ

の年輪J， r生活の節J(l)としての生活史の転 ¥づ組夫爆に独自な恕

期をそれぞれ有する。そして乙の生活史の転lt1Jという形で示されると ζろの諸個人の営為の根元的な価

値志向性は，家族生活史の類型どとに一定の傾向をみせるが，しかし決してそ乙には上下関係、はない。

すなわち表7-51ζ示すどとく，本鑑(鉱員)層の家族扶養継続定着型及びζとに純粋夕張若手二代白書2

1ま結婚一子供出生を生活史の転期と把握している。求職一定着型もまたそれをあげるが，同時にそれは日社入

社によって保障されている。そして直接的戦争体験所有裂は本鑑(鉱員)層の他類型と局じく家族主主活防衛・

発展を忠向しながらも，転期として把握されているのは結婚一子供出さ主ではなく，兵役・引きあげ及び戦争tζ

ともなう食糧難体験.B社入社である。 ζのように本鑑(鉱員)層においては，それぞれの類型の人身の生き

た時代によって違った形をとりながらも，家族主主活自体IC謹接的にかかわる事項をその生活史の転期にあげる。

しかし ζのζとは組夫!扇の家庭不利入職裂も同じで. El己の出自家族における体験が. 自らの家族形成を

その生活史の転期と把握させる。それに対して家業不振入験型は離農・離漁業また樺太から引きあげ，そして

事業失敗入織裂は自分が経営していた怠営業の倒産をあげる。とくに後者の場合には自営業に対する夢と失望

の混狂した評価がある。

職員層の登用裂のうち，戦前入織愛用裂は本鑑(鉱員)層の直接戦争体験所有型と類似して，戦後の食糧

難，そ ζから来る組合運動への参加をあげるが，戦後入職愛用型は職員に愛用された ζとを転期と考えている

人が多い。そして ζの場合，職員への登用は事例匝(第4章)でみたどとく.r使われる立場から使う立場の
変化Jがもたらす意欲の増大を;意味するが，同時にそれは収入の上昇であり，また学歴差別への不満を内在さ

せる。しかし麗鎗型職員!醤にはかかる把握はなく，生活史の転期ば特定の項自に特化しないが，第4主主で分析

されたごとく， ζの麗の人々は石炭産業斜鶴化iとともなっての転識を深刻に考えてきたのである。

乙のように私達が分析してきた家族生活史の類型は，かかる自己の生活史lζ対する諸個人自身の

一定の評価そも内在させており，しかも諸偶人はそれぞれの類型どとに差異を示しながらも，家族生

P
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署長7-5 家族生活史の型と本人の生活史の転期 (MA)

結婚ー
まI/iiの死亡

自分の間気 子供・兄!(: 戦後の 兵役・ 同世襲.w産
自社入社 職員畳間 直後鈴

制で先山と 石償斜陽化 組合活動・
間体生局 ナシ

子供出生 4手 生文 の fl 'SL 食街媛 引きあげ むと' ずよ る 閉山 長期スト

大手 銀修司伊 巴 窃 臼

'8腕工業，，-抗倫明 { 也J

敬納入事量一霊堂m~) (引

敗後人駿一穀局者ザ
由 鋼闘髄 じむ III 

家S長狭幾験続u.!1安司担 ⑧岳⑥ ④ ⑤ ④ ⑧ ⑭ 

純粋夕張若手ニ代目密 ||(切v(郡~)(H~Q号 @ ⑬ @ 

盗接的戦争体験所有者向 ⑪ @ ⑬ (草。 ⑬⑩ l僻@ (ゆ⑥ ⑨ @ 

求磁ーー定着考古 ⑥岱@o! @ ⑥'11)暗 ⑬ i 
家業不娠白人種型 4> ③ <v<v 

繁盛不和一入居量~} 争嘩ゆ <i> や

サ除笈失敗 入磯野 <i> くb③③⑤

〈注間体作活Jのうち，由は大学生活.⑬はタ盛市傍年m⑧は嘗察 7機稼である。

活の防衛・維持・発展を志向してきたのである O 乙ζlζ賃労働者として共通の生活史がある。

第二iζ指矯すべき ζ とは，図 7 - uζ示された内部構造は現局面でのものであって，変容の過程

のctにあるという ζ とである。それは一方では f石炭見出:しj下の企業の労働力対策とも関連するが，

それぞれの類型を構成している人々の年令によって端的に示される。すなわち表7-6のごとく，鉱

員j替の直接的戦争体験所有裂，職員肢の戦前入職主主用型・ ILJ制工業卒痘傭型は定年まで間近であり，

また紛夫腕の事業失敗入職型も坑内石掘りには肉体的限度が米ているO こうして鉱員層では純粋夕張

若手二二代目裂と求職定着型の若い人，職員肘では大卒直傭型と戦後入職差是用型が，それぞれお社

の将来をになう位置にあるが 4・611立でみたどとく、 ζれらの人々は決して現在の職場に満足はし

ていなし、。 ζ の点はさらに現在の労働一生活~f%分析によって深めなければならないととである O

第三lζ，表 7-6 ~ζ 明らかなように家族生活史の類型にかかわりなく子供の炭鉱入職が極めて少な

いζ とである。職員層では一人もなく，本銭(鉱員)I習では女子3人がB社の準備員，組夫隠ではじめて本鑑

が一人と北新総札幌営業所の事務職員が一人いる。 ζのように炭鉱労働者全体の平♂均年令が高く，か

つ子供の入職が少ないという ζ と また学令期の子供に炭鉱入織を希望している親が皆無である ζ と

は，家族生活史のどの類型の人々にとっても合理イヒj過程下の労働一生活史がいかに厳しいもの

であったかを物語っており，乙 ζlζ現在及び将来の石炭産業にとって重要な問題がある。

以上，私逮は炭鉱労働者階級の生活史ぞ，家族主主活史の類型を手がかりに考察してきた。炭鉱労働

者階級の三つの騰は家族主主活史の類裂からみると相互の連衡と差異をもちながら，それぞれの類型に

応じた家族生活の防衛・維持・発穫を志向してきたが その家族生活史は日本資本主義の発展過程に

おける石炭資本の労務対策・麗用対策と密接不可分な関係にあるものであったの乙の ζとは生活史分

析はさらに先へ進まなければならないという ζ とを示している O なぜなら r合理化Jの進展過程の
中で，資本の論理は労働者がその生活史の中で培かった諸能力・諸技能を選別するのであるが，それ

に対して，すでに4-6主主の事例回③⑨で示したどとく，労働者は自己の生活維持一発展の立場から，

それぞれの生活史の特質Kもとづきながら，親族のネット・ワーク以外に，地域社会の労働組合与をはじ

めとする諸集団・組織とかかわってきたからである。かかる側面の分析を志すとき，本鑑(鉱員)腐

は組織労働者の中核としてたちあらわれるし，また組夫の組合が炭労 iζ加盟しえないという現実，職

員組合が炭労そ脱退したという問題に直面する。そしてそれぞれの腐の人々は組合をどのようにとら
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表7-6 家族生活史の類型ごとの平均年令と子供の就業先

¥¥¥¥  平均年令
子供の就職先(人数)

(昭49) 本(男子〉鍛 8(材女津子備)員総〈男・子職)員 他(男綾子)業 他(女産子)業 公(女務子)員 消(息男不子)明

大卒 箆傭裂 3 6.0才

!包帯計Ij工業卒庭備型! 46.0 
戦前入職一登用主主 48.0 2 
戦後入験 愛用型 42.0 
家族扶養継続定着型 43.7 
純粋夕張若手二代目古田 3 3台。
霊童接的戦争体験所有君主 5 0.6 3 10 4 
求職 定着型 42‘4 2 
家業不振 入織型 4 4.5 1 1 
家庭不和一入職裂 4 1. 7 
事業失敬一入験期 46.8 2 

えてきたか，組合ないし生活防衛諸総織はそれにどのように対応して来たか，という点から私達は炭

鉱労働者階級の三つの腐の人々の生活史をとらえかえさなければならない。このことは同時!C，諸俗

人の生活史の総体と社会機構一構造変動との呉体的な通関の分析，また現状の労働一生活過程iとおけ

る諸問題の構造分析に速なるものであり，私達の今後の大きな諜題である。

く主主〉

1) 布施鉄治「社会機構と社会的労働一生活過程J crJ七大教脊学部紀，~J 第26号，昭和51年 3 月) ， P 

650 

附記

本稿lま， 48年度及び49年度の文部省科学研究授により「地域住民の生活過程と地域社会構造変動lと関する

某俗的研究J(研究代表者，布施鉄治)をテー?として，北大生活社会学研究会が，昭和48年:11月， 49年9月

50年6Jlの三度にわたり行なった夕張総合調査をその土台としている。すでK第1:lきでみたように，本稿はそ

のごく-i民自であり，しかも間じく調査を実施した炭鉱労働者の中でも閉山 来住者からなる三菱商大夕張鉱労

働者にはふれていない。

また.本稿はもとより，そうしお研究グループ全体ω討議を土台としているが，箆接的には表記三名の討
議にもとケき，職員層の生活史(第4意)を中JlIが，級犬震の生活史(第5章)を岩城が，他は小林が執筆分

担した。
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